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第１編

景観づくりのための基本的な事項

第１編では、秋田市景観計画の目的や景観づくりの方針といった基本的な事項について、定

めます。

第１章 景観計画の策定について

１ 景観計画策定の背景と目的

２ 景観計画および景観条例の位置付け

３ 用語の定義

４ 景観計画の構成

５ 景観計画の特徴

第２章 景観づくりの方針

１ 景観計画区域

２ 景観づくりの基本方針

３ 景観づくりの個別方針

(1) 景観の視点

(2) 地域別方針

(3) 土地利用別方針

(4) 景観の性質別方針
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

第１章 景観計画の策定について第１章 景観計画の策定について

１ 景観計画策定の背景と目的

(1) 概要

秋田市では、市民の共有財産である優れた景観を市民一人ひとりの手によってつくり育てて

いくことを目的に、「秋田市都市景観条例」（平成14年秋田市条例第26号）を定め、「秋田市都

市景観の形成に関する基本方針」に基づき、施策を進めてきました。

その後、平成17年１月に旧河辺町、旧雄和町との合併を契機に、第11次秋田市総合計画が

策定され、「しあわせ実感緑の健康文化都市」を本市のめざすべき将来像と定め、市政が推進さ

れています。

また、平成17年6月に「景観法」が全面施行され、市町村などが地域の特性をいかした良好

な景観形成を推進していく環境が整えられました。

こうした中、新屋表町通りでは平成18年度から地域の関係者による景観まちづくりの取組が

展開され、市民の間でも景観に関する意識が高まりつつあります。

秋田市では、こうした社会的変化や時代の要請などに対応し、市民や事業者と行政が一体と

なって、秋田らしい魅力のある景観づくりに取り組むとともに、より良い景観を次世代に引き

継いでいくため、景観法に基づく「秋田市景観計画」を策定することとしました。

景観法：平成16年12月17日施行、平成17年6月1日全面施行された日本で初めての景観についての総合的な法律
景観計画：景観行政団体（本計画では秋田市）が景観行政を進める場として、その基本的な計画となるもので、住
民参加の仕組み等の景観法に基づく措置は、景観計画区域内を対象
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

(2) 市民の景観に対する意識

本計画策定の参考とするため、平成20年7月に20歳以上の市民1,000人を無作為抽出し、「景

観に関するアンケート調査」を実施しました。「景観への関心」や「景観に対する意識等」、「秋

田市の景観行政の取組等」などを質問し、360の有効回答が得られました。

本調査結果は、次のようになりました。

（資料：「景観に関するアンケート調査報告書」平成20年8月都市整備部都市計画課）

①景観への関心

「関心がある」が半数を超え、「少し関心がある」と合わせる

と約８割の人が景観に対して何らかの関心を持っているという

結果になりました。

②秋田市の景観の評価

秋田市全体の景観については、「少し良

い景観だ」が最も高く、次いで「少し悪い

景観だ」「考えたことがない」の順になっ

ています。なお、「良い景観だ」と「少し

良い景観だ」を合わせた「良い」は半数を

超えています。

住まい周辺の景観については、「少し良

い景観だ」が半数近くを占め、「良い景観だ」と合わせると約６割の人が住まい周辺の景観

について好印象を持っています。

③今後の市の景観施策等に望むこと（３つまで）

景観施策等で望むものでは「緑化の推奨」

が最も多く、次いで「景観づくりの目標や方

針の作成」「建物や看板などのルールづくり」

が多くなっています。逆に少なかったものは

「都市景観賞などの表彰制度の実施」「シン

ポジウム、講演会などの開催」となっいてま

す。

④景観ルールのあり方

ルールのあり方では、「全市的に最低限の

ルール、重要な地区にきめ細かなルール」が

最も多く、次いで「全市的に最低限のルール」

となっており、人数からみると回答者の多く

が「全市的に最低限のルール」を望んでいる

ことがうかがえます。

悪い景観だ
6.1%

考えたこと
がない
16.1%

良い景観だ
11.4%

少し良い
景観だ
43.3%

少し悪い
景観だ
20.3%

無回答
2.8%

悪い景観だ
6.9%

考えたこと
がない
6.9%

良い景観だ
18.9%

少し良い
景観だ
45.3%

少し悪い
景観だ
20.8%

無回答
1.1%

あまり
関心がない

8.6%

無回答
4.2%

関心がある
53.3%少し関心がある

30.3%

関心がない
1.7%

わからない
1.9%

秋田市全体 住まい周辺

166

164

191

49

105

94

79

95

31

17

0 50 100 150 200 250

景観づくりの目標や方針の作成

建物や看板などのルールづくり

緑化の推奨

都市景観賞などの表彰制度の実施

市民による景観づくりへの情報提供

市民による景観づくりへの専門家の派遣

市民による景観づくりの積極的なＰＲ

市民の景観づくりへの助成

シンポジウム、講演会などの開催

その他

114

69

128

22

13

4

0 50 100 150

全市的に最低限のルール

全市的にきめ細かなルール

　　　全市的に最低限のルール
重要な地区にきめ細かなルール

全市にはルールを設けず
重要な地区のみのルール

市民から提案があったときに
　　　　　　　ルールを検討

その他
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⑤秋田市の景観の満足度等

秋田市の景観で満足してるものについては、「まちから見える山なみ」が最も多く、次い

で「田園や農地の広がる風景」「通りの緑化」の順となっており、上位２つについては都市

部以外の景観要素があげられました。

不満だと思うものについては、特に突出したものはありませんが、「はり紙や立て看板･

のぼり旗」「看板や広告のデザイン」「賑やかさを感じるまちなみ」が多くあげられました。

景観づくりで特に重要だと思うことについては、「観光地となる特色あるまちなみ」が最

も多く、次いで「賑やかさを感じるまちなみ」「歴史や懐かしさを感じるまちなみ」の順と

なっており、“まちの特色”や“賑わい”が重視されていることがうかがえます。

秋田市の景観の満足度等

秋田市の景観で不満だと思うもの

無回答
12%

ほか
26%

賑やかさを感じる
まちなみ
　　11%

歴史や
懐かしさを

感じる
まちなみ

6%

はり紙や
立看板

・のぼり旗
　13%

看板や広告
のデザイン
や数　12%

観光地となる
特色あるまちなみ

10%建物のデザイン
10%

母数：360×3

秋田市の景観で満足しているもの

ほか
11%

無回答
14%

通りの緑化
16%

建物や敷地
の緑化

6%

まちから見える
山なみ
21%

田園や農地の
広がる風景

18%

歴史や懐かしさを
感じるまちなみ

8%

水辺を活かし
たまちなみ

6%

母数：360×3

秋田市の景観で特に重要だと思うもの

ほか
23%

無回答
11%

通りの緑化
9%

水辺を活かした
まちなみ　9%

賑やかさを
感じるまち
なみ　12%

観光地となる
特色ある
まちなみ

16%

建物や敷地
の緑化
8%

歴史や懐かしさを
感じるまちなみ

12%

173

60

232

89

16

25

10

6

7

39

195

61

18

31

39

7

69

124

104

133

137

68

63

9

59

111

102

93

20

130

134

74

27

19

17

63

32

106

183

0 50 100 150 200 250

通りの緑化

建物や敷地
の緑化

まちから見
える山なみ

歴史や懐か
しさを感じ
るまちなみ

賑やかさを
感じるまち

なみ

建物の
デザイン

看板や広告
のデザイン

や数

はり紙や
立看板･
のぼり旗

機械設備の
目かくし

夜景の
きれいな
まちなみ

田園や農地の
広がる風景

水辺を活か
したまちなみ

観光地となる
特色ある
まちなみ

秋田市の景観で満足しているもの（３つまで）　N=931

秋田市の景観で不満だと思うもの（３つまで）　N=954

秋田市の景観で特に重要だと思うもの（３つまで）　N=1000
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⑥大規模建築物等の建て主に望むこと

地域住民が大規模な建物等の建て主に望

むもので多かったものは、「地域の景観づ

くりへの参加」「建物の色」「道路沿いの緑

化」「建物の大きさや配置」「地域住民との

話し合い」で、少なかったものは「壁面や

屋上の緑化」「看板の色」「塀の高さや色」

「機械設備の目かくし」となっています。

このことからは、建物そのもに対する配

慮のほか、地域住民とのコミュニケーショ

ンを望んでいることがうかがえます。

⑦景観ルールで受け入れられるもの

景観ルールで受け入れられるものでは、

「敷地や建物の緑化」が最も多く、次いで

「看板の高さやデザイン」「建物の高さや

大きさ」「建物の色」の順になっています。

逆に少なかったものは「受け入れられない」

「建物の素材」「看板の素材」「建物のデザ

イン」で、デザインや素材に関するルール

については否定的であることがうかがえま

す。

⑧景観を良くするために必要なこと

景観向上に向けての取り組み方法については、「市と市民の協働による取り組み」が突出

して多くなっています。その以外の選択では目立った特徴はみられませんでした。

0% 5% 10% 15% 20%

道路沿いの緑化

壁面や屋上の緑化

建物の大きさや配置

建物の色

看板の大きさや数

看板の色

塀の高さや色

機械設備などの目かくし

地域の景観づくりへの参加

地域住民との話し合い

その他

無回答

0% 5% 10% 15% 20%

敷地や建物の緑化

建物の高さや大きさ

建物のデザイン

建物の色

建物の素材

看板の高さや大きさ

看板のデザイン

看板の色

看板の素材

塀の高さ・色・素材

道路から離す

受け入れられない

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

市民が中心の取り組み

市が中心の取り組み

市と市民の協働による取り組み

建物や看板のルール（緩和・規制）

活動PRの場

その他

無回答
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⑨景観を良くするための自身の取り組み

景観向上のために自身が取り組んでも良いというものは、「地域の公園や道路などの手入

れ」が最も多く、次いで「家のまわりの緑化」が多くなっており、地域の環境美化、緑化

に対しての協力･参加が多いといえます。一方、「ＮＰＯ活動などへの参加」「シンポジウム

や講演会などへの参加」は極端に少なく、地域活動から離れた活動への参加は消極的であ

ると考えられます。

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

家のまわりの緑化

建替え時に周辺景観に配慮

町内会の活動への参加

NPO活動などへの参加

地域の公園や道路などの手入れ

地域のルールづくり

シンポジウムや講演会などへの参加

建物の保存や活用の取り組み

その他

無回答
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(3) 市民の景観まちづくりの展開

本市では、市民による地域の景観まちづくりが行われ、また、これからの展開が期待されま

す。本計画では、こういった動きを受け、市民の活動を推進するための環境づくりを行います。

（第３編）

◆新屋表町通り

歴史的な建造物や湧水といった景観資源が存在する商店街である新

屋表町通りでは、平成18年度から、地域住民や地域の大学である「秋

田公立美術工芸短期大学」の教員等が中心となり、通りの景観向上等

を目的とした取り組みが行われています。

H18 地域の住民参加による景観まちづくりの連携活動として、景

観まちづくりワークショップを行い、「新屋表町通り景観まち

づくりガイドライン」をとりまとめました。

H19 地域関係者等により「新屋表町通り活性化推進委員会」が設

立され、地域住民等に親しまれている景観資源である湧水を

活用した広場「湧水広場」の整備計画策定、通りに面した空

き店舗の利活用、通りに面した空き地の景観整備実験、地域

にあるテレビ塔ライトアップによる地域シンボルの創出など、

景観まちづくりの試みが展開されました。

H20 地域住民に親しまれている建築物を改修・整備し、景観まち

づくり活動の拠点であり、美術工芸短期大学卒業生の活動の

場や地域と大学との交流の場となることを目的とした「新屋

参画屋」が運営されています。また、「湧水広場」の整備・運

営や、活動団体「NPO 新屋参画屋」の設立といった取り組

みが展開されています。

◆川反都市景観地区での取り組み

川反地区では、平成２年に川反地区景観整備計画を定め、独自に景

観整備を進めており、平成14年の秋田市景観条例の一部施行と同時に

都市景観地区に指定されました。また、地元関係者等で組織される川

反地区景観整備促進協議会では、電線地中化や流雪溝整備などの景観

向上について協議が行われてきました。なお、平成４年から旭川側の

景観向上に寄与する建築等に対して市が費用の一部を助成しています。

◆秋田杉をいかした街並みづくり

秋田駅周辺では、秋田杉という地域資源をいかしたまちの魅力づく

りの取り組みとして、産学官連携による秋田駅西口の駅前広場バス乗

り場の修景や、他の市民団体などのイベントを通じて秋田杉ベンチや

プランターの設置などが行われています。



◆千秋公園活性化協議会

本市の主要な景観資源であり、また歴史的・観光的にも重要な千秋

公園やその周辺について、魅力を最大限引き出すことにより、旧城下

町地域のにぎわいの再生、千秋公園およびその周辺における良好な景

観の形成、来訪者の安全安心の確保などを図るため、千秋公園を拠点

として活動する市民グループ、周辺商店街などの団体、市、県などに

より、平成19年に千秋公園活性化協議会が設立され、イベント等様々

な取り組みが展開されています。

◆河辺鵜養地区

同地区は、農村の原風景とともに、その背後に風光明媚な渓谷があ

るなど景観資源が豊富な場所です。平成20年10月に、地区住民と農

林水産省の「農村景観応援団」との意見交換会が開催され、活発な意

見交換がなされるなど、景観まちづくりのはじまりが期待できます。

◆自治会等による景観への取り組み

雄和地域の女米木地区や銅屋地区などでの景観マップづくりや、西

部地域の勝平地区などでの景観写真など、景観に意欲的な取り組みが

見られます。（平成19年度の景観ミーティングの開催により本市が把

握した取り組みを明記しています。）
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２ 景観計画および景観条例の位置付け

(1) 位置付け

秋田市景観計画（以下、「本計画」という。）は、景観法第８条第１項に基づき、景観行政団

体である秋田市が策定する「良好な景観の形成に関する計画」であり、本市の景観づくりの目

標や基本方針等を定めるものです。

本計画の策定にあたっては、上位計画である秋田市総合計画および秋田市総合都市計画に適

合させるとともに、秋田市緑の基本計画、秋田市環境基本計画等の他の分野別計画との整合を

図っています。

また、「秋田市都市景観条例」は、「秋田市都市環境の創造および保全に関する基本条例」の

下で都市環境施策の一翼を担いつつ、本計画の施行条例として運用することとします。

秋田市景観計画の位置付けイメージ図

　上位計画

　分野別計画

秋　田　市　総　合　計　画

秋田市総合都市合計画

秋田市農林水
産業･農村振興

基本計画

秋田市
環境基本計画

その他の
分野別計画

秋田市
緑の基本計画

秋田市
観光振興計画

景
　
観
　
法

　秋田市屋外広告物条例

　秋田市都市緑化の推進に関する条例

　秋田市宅地開発に関する条例

　

　秋田市都市環境の創造および保全に関する基本条例

景観行政団体：景観行政を担う主体で、政令市、中核市、都道府県や一定の手続を経た市町村
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(2) 景観法の概要

景観法は、平成16年12月17日に施行、平成17年6月1日に全面施行された日本で初めての

景観についての総合的な法律です。

①景観法の特徴

○基本理念等基本法の性格と景観計画、景観整備機構等具体的な規制や支援措置が定めら

れていること。

○都市部だけでなく農村部、自然公園等も対象としていること。

○地域の個性が反映できるよう、条例で規制内容を柔軟に決めることができること。

○景観計画区域の変更命令等いざというときに強制力を発揮できる措置を付与しているこ

と。

○景観計画区域の策定の提案等ＮＰＯや住民の参加がしやすいように措置していること。

○景観地区等において建築物や工作物の形態意匠に係る認定制度が創設されたこと。

○景観協議会、景観協定等ソフトな手法による景観整備・保全手法を設けていること。

○景観重要建造物に関する建築基準法の規制緩和、予算、税制など景観整備・保全のため

の支援措置が併せて講じられていること。

「景観法の概要」（平成17年９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課）より引用

②景観法で定められている責務

「景観法の概要」（平成17年９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課）より抜粋
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③景観法における制度等

「景観法の概要」（平成17年９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課）より抜粋

④景観法の対象地域のイメージ

「景観法の概要」（平成17年９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課）より抜粋
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⑤景観計画の概要

「景観法の概要」（平成17年９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課）より抜粋

⑥良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項の概要

「景観法の概要」（平成17年９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課）より抜粋
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３ 用語の定義

(1)「景観」とは

○景観は、それぞれの地域ごとの歴史、地勢や生態系などの風土、文化や伝統、私達一人ひと

りの暮らしや経済活動等と、技術の進歩や法律等の制度などが背景となってつくられるもの

です。

○良好な景観は、地域の個性や特色をわかりやすく特徴づけるものであり、人々の地域に対す

る愛着やふるさと意識を育みます。

○身の回りの景観の良さは、潤いある魅力的で豊かな生活環境の創出に貢献します。

○美しく個性的な景観は、観光をはじめ、国内や世界各地との交流を活発にする役割を担いま

す。

(2)「景観まちづくり」とは

○自分たちの街の景観の魅力を楽しみ、貴重な資産として次世代に残せるように、わがまちの

景観を維持・継承・改善するための様々な取り組みが行われています。それが景観まちづく

りです。

○景観まちづくりは、現在の良好な景観を大事に保全することだけでなく、新たに現代的で美

しく魅力的な景観をつくりだすことも含みます。

○清掃や緑化など、日々の暮らしに根ざした、まちの景観を整えるための地道な活動も、良好

な景観まちづくりに貢献しています。

「市民景観まちづくりリーフレット」（国土交通省）より引用および抜粋



14

第１編 景観づくりのための基本的な事項

４ 景観計画の構成

本計画は３編で構成します。

第１編は、景観計画の目的など基本的な事項や目標、基本方針などを定めます。

第２編は、現在の水準を維持するため、大規模建築等の行為を緩やかに規制誘導する届出制

度について定めます。また、景観法に基づく制度の活用を視野に入れ、諸制度を計画で位置付

けます。

第３編は、本市が進めている「市民協働・都市内地域分権」の考え方に基づき、今後景観計

画を一層充実し、景観まちづくりを推進するため、登録・支援制度や提案制度を定め、協働の

仕組みを整えます。

秋田市景観計画の構成図
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５ 景観計画の特徴

(1) 成長型の計画

本市の景観づくりは、住民自治の理念に基づき、市民の積極的な参加に主眼を置いています。

そこで、本計画は、これまでの施策を継承しつつ、市民の活動を通じた提案を受けることによ

り、計画内容を徐々に充実させていく成長型の計画として策定しました。

計画内容の充実のため、今後、第３編で定める市民協働の仕組みを通じ、市民協働による景

観まちづくりを推進し、提案を積極的に促します。こうして得られた提案に基づき随時計画を

見直し、景観法に基づく各種制度等を活用した多様な内容の計画へと成長させるとともに、５

年を目途に全体の見直しを図り、市民の景観への意欲の高まりや、本市を取り巻く諸情勢や環

境の変化などに対応していきます。

(2) 市民協働の景観まちづくりのための仕組みの拡充

景観まちづくりに市民がより積極的に参加できるよう、多様な仕組みを設けました。

また、市民の登録や、活動へ支援の仕組みを設け、地域の積極的な景観まちづくりを推進し

ます。（第３編）

(3) 地域別の景観づくりの方針等の導入

これまで全市一律の方針・基準により規制誘導を行ってきましたが、地域の実情や景観資源

に配慮したきめ細かい景観づくりを図るため、地域別の方針・基準を設けました。（第１編第2

章）

(4) 「秋田市都市景観形成に関する基本方針」の継承

本市ではこれまで「秋田市都市景観条例」による「秋田市都市景観形成に関する基本方針」

に基づき、景観づくりを進めてきました。この基本方針における考え方や方針、基準などを計

画に継承しつつ、基準の明確化等、今後の施策に適した形としました。

秋田市景観計画の成長イメージ図

地域の景観まちづくり等
市民提案による見直し

諸情勢の変化に対応した見直し ５年を目途に全体の見直し

景観計画の策定

景観施策の展開

景観計画の充実



秋田市景観計画による景観づくりの展開イメージ図
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第２章 景観づくりの方針第２章 景観づくりの方針

１ 景観計画区域

秋田市は、平成17年１月11日に旧河辺町、旧雄和町と合併し、新秋田市として生まれ変わ

りました。現在の905.67k㎡に及ぶ広大な市域では、自然や人の手によってつくりだされた様

々な景観が展開されています。今後、これらを活用・保全し、より良い景観づくりを推進する

必要があります。

また、景観法に位置付けられている制度の多くは、景観計画区域内で活用することができ、

今後、本市の様々な地域で景観づくりが展開され、それらの制度が活用できる状況が求められ

ます。

以上のことを考慮して、秋田市全域を景観計画区域とします。

景観計画区域

「秋田市の都市計画2008」（平成20年１月 秋田市都市整備部都市計画課）より抜粋

景観計画区域：景観計画の対象となる区域で、現在の良好な景観を保全する必要がある区域や、今後良好な景観を
形成する必要がある区域、また、景観の悪化を防ぐ必要がある区域などを設定することができる。
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２ 景観づくりの基本方針

本市では、以下の３つの基本方針に従い、地域の景観づくりに取り組みます。

この３つの基本方針は、秋田市都市景観条例に基づく「秋田市都市景観形成に関する基本方

針」の考えを継承しています。

(1) 市民協働による景観づくり

市民の主体的、継続的な取り組みによって育まれた「優れた都市景観」は、市民の共有

財産として、地域への一体感や愛着や誇りなどを醸成します。これを推進するため、市民

協働による景観づくりに努めます。

(2) 地域の特性をいかした景観づくり

歴史、文化、伝統や、それらによって培われてきた人々の営みや習慣、また、豊富な自

然など、長い年月の間親しまれ、受け継がれてきたれ地域の特性に配慮し、地域らしさを

育て、次世代に継承する景観づくりに努めます。

(3) 新たな「秋田らしさ」の創造

市民一人ひとりが自ら創意工夫することで生まれる新しい発想により、県都にふさわし

い風格と魅力のある景観づくりに努め、新たな「秋田らしさ」の創造をめざします。

また、景観づくりの目標と３つの基本方針のつながり、それらに基づき景観づくりを進める

ための具体的な方策とのつながりは、下図のとおりです。

 ◆ 市民協働による景観づくり

 ◆ 地域の特性をいかした景観づくり

◆ 新たな「秋田らしさ」の創造

 ◆　地域別

 ◆　土地利用別

 ◆　景観の性質別

 【第３編】

 【第２編第１章、第２章】

　【第２編第３章、第４章】

基本方針

個別方針

◆ 景観まちづくりへ参加しやすい環境づくり

◆ 地域の景観まちづくり推進のための仕組み

◆ 大規模行為

◆ 屋外広告物

◆ 地域の景観ルール

◆ その他良好な景観づくりに関する事項

景観形成基準
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３ 景観づくりの個別方針

(1) 景観の視点

本市では、「景観」を「視覚に映る眺め」と「それによってもたらされる人々の印象や感

じられる雰囲気」の総合したものであると捉えます。

「視覚に映る眺め」は、海、山、川など都市をとりまく自然的要素と建築物、道路、都

市で活動する人々や車などの社会的要素の景観要素により分けられます。

「眺めによってもたらされる人々の印象や感じられる雰囲気」は緑、水辺、歴史などの

眺めの対象に属する性質によって分けられます。

また、ある一定の場所の景観を捉えようとする場合、その場所での景観要素の分布と配

置が景観を決定づける主な要因となり、その場所の地理的な位置・条件や土地利用の規律

・制約に深く関わっています。

そこで、本計画では、「地域別」、「土地利用別」、「景観の性質」別の３つの視点から景観

づくりの方針を定めます。

景観要素

住宅、農地、商業、工業、公園、街路、道路、橋、寺社、その他施設 社会的景観要素

海、山林、原野、河川 自然的景観要素

地域

中央、東部、西部、南部、北部、河辺、雄和

土地利用

住居系（用途地域が「○○住居専用地域」） 社会的土地利用

商業系（ 〃 「近隣商業地域」「商業地域」）

工業系（ 〃 「準工業地域」「工業地域」「工業専用地域」）

公園 （都市施設の「公園」「緑地」「墓園」）

集落 （市街化調整区域または都市計画区域外で、人が集まり住んでいる地域）

農耕地（ 〃 田園等の農地である地域）

山林 （市街化調整区域又は都市計画区域外で、土地利用されていない地域） 自然的土地利用

景観の性質

緑、水辺、拠点、歴史、眺望 社会的・自然的両方

●本計画では、便宜上、人の手によるものを「社会的」、人の手によらない自然のままのものを「自然的」と分類

・区別しています。

景観：「景」とは、海、山、川、街並み、人、車など、眺められるあらゆる対象。「観」とは、これらを人が眺める
行為。よって「景観」は、眺められる対象と眺める人との相互関係によって成り立つことから、視覚に映る眺め
を意味するだけではなく、それによってもたらされる人々の印象や感じられる雰囲気をも表す言葉。
都市景観：海、山、川など都市をとりまく自然的要素と、建築物、道路、都市で活動する人々や車などの社会的要
素が視覚に映る風景を主体として、歴史、文化、伝統やそれらによってもたらされる印象や雰囲気をも反映した
総合的な「見える環境」を表す言葉。「都市景観」は都市環境を構成する重要な要素であり、「優れた都市景観」
は私たち市民の共有財産。



景観分類のイメージ図

土 地 利 用

区 分 概 要
要 素

 自然的
  景観

自然のまま
の景観

　
緑
　

を感じる景観
　

　
水辺

 
を感じる景観

 
歴史

 
を感じる景観

 
ランドマーク

 
による景観

 
眺望

 
のある景観

住居系 ・第一種低層住居専用地域
・第二種低層住居専用地域
・第一種中高層住居専用地域
・第二種中高層住居専用地域
・第一種住居専用地域
・第二種住居専用地域
・準住居専用地域

分 類

住宅

街路

公園

商業

道路

神社

工業

橋

河川

商業系 ・近隣商業地域
・商業地域 住宅

街路

公園

商業

道路

神社

工業

橋

河川

工業系 ・準工業地域
・工業地域
・工業専用地域

住宅

街路

公園

商業

道路

神社

工業

橋

河川

公園等 ・公園
・緑地
・墓園

公園 神社

集落 市街化調整区域又は都市計
画区域外で、人が集まり住ん
でいるところ

住宅

街路

公園

神社

道路

神社

工業

橋

河川

農耕地 市街化調整区域又は都市計
画区域外で、農地が広がって
いるところ

農地

道路

海

橋

原野 河川

山林 市街化調整区域又は都市計
画区域外で、自然景観が広
がっているところ

海 原野 河川

景

観

 社会的
  景観

ひとの手に
よりつくられ
た景観

景 観 の
性 質
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(2) 地域別方針

市域を概観すると、それぞれの地域では人びとの多様な社会活動を通じて形成されたま

ちなみや固有の景観資源などにより、特色のある景観を形作っています。ここでは、地域

の景観の違いに着目し、中央・東部・西部・南部・北部・河辺・雄和の７つの地域に分け、

それぞれの地域の現状を明らかにするとともに、景観づくりの方針を定めます。

７地域の区割り図
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○ 中央地域

１ 中央地域の景観資源
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２ 中央地域における景観づくりの方針

①全体方針

②中央地域の特性への配慮

中央地域は、行政、経済、産業などの各種機能が集積し、本市都市機能の中枢をなす多様

な景観を有する地域です。

社会的景観として、歴史・緑の要素を含む商業空間や街路空間が景観資源として多く、こ

れらをいかし、また、旭川が流れる旧城下町の特性をいかした景観づくりを目指します。特

に「緑の基本計画」で緑化重点地区に指定されている「秋田駅周辺地区」については、本市

の顔を形成し、かつ、商業・業務ビルや共同住宅等の大規模建築物等による景観の変化の大

きい地区であることから、都市緑化の推進や、適切な大規模建築の誘導、良好な居住環境の

整備等により、魅力的な空間づくりを図ります。

自然的景観として、太平山を望む眺望景観があり、これらの眺望点の保全を目指します。

◆秋田駅西口周辺

県都の玄関口であり、秋田市の顔を意識した

建物ファサードや看板のデザイン等により、

魅力ある景観形成を図ります。また、沿道の

緑化等によるうるおいのある景観や、安全で

雰囲気ある夜間景観の創出を図ります。

建物のファサード、スカイ
ライン、外壁の色彩や、看
板のデザインなど、にぎや
かさを演出しているもの
の、景観を阻害する要因に
もなっているため、景観へ
の配慮が必要です。
また、県都の玄関口にふさ
わしい、秋田らしさの創出
のため、秋田杉の活用など
による工夫が必要です。

◆千秋公園周辺

公園の緑地や水辺をいかした景観の形成を図

るとともに、商業・教育施設等が立地するお

堀周辺では、公園との連続性に配慮した景観

の形成を図ります。

久保田城跡である
千秋公園は、市街
地に貴重な緑や花
と水辺の空間を提
供している美しい
公園として市民に
親しまれ利用され
ています。また、
本市の代表的な観
光資源にもなって
います。

◆川反周辺

旭川をいかした水辺景観の形成を図ります。

旭川やケヤキの大木などがう
るおいや安らぎをを与えてい
ますが、これらと一帯となっ
た景観づくりが十分でないと
ころも見られます。
市街地の貴重な水辺景観であ
り、川などをいかした景観づ
くりが必要です。

◆寺町周辺

境内の緑と落ち着いた雰囲気を持つ景観の形

成を図ります。

境内の豊かな樹木の緑
の空間が、落ち着きの
ある歴史的な雰囲気を
醸し出しています。

◆歴史的建造物等

歴史的建造物等の保全や活用に努め、歴史的

な雰囲気を継承した景観の形成を図ります。

赤れんが郷土館や旧金
子家住宅等の歴史的建
築物がまちなみに落ち
着きのある雰囲気を与
えています。

◆太平山への眺望

太平山への眺望を配慮した景観づくりを進め

ます。

千秋公園や旭川など太
平山を望むことのでき
る点が存在します。
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

○ 東部地域

１ 東部地域の景観資源
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

２ 東部地域における景観づくりの方針

①全体方針

②東部地域の特性への配慮

東部地域は、近年の秋田駅東地区の都市基盤整備などにともなう急速な市街化により、景

観も大きく変化している地域です。

社会的景観では、アルヴェなどランドマークとなる現代的な施設などがあります。また、

緑の景観となる景観資源も多く、今後はランドマークとなる施設等の緑化に配慮した景観づ

くりを目指します。特に「緑の基本計画」で緑化重点地区に指定されている「秋田駅周辺地

区」については、本市の顔を形成し、かつ、商業・業務ビルや共同住宅等の大規模建築物等

による景観の変化の大きい地区であることから、都市緑化の推進や、適切な大規模建築の誘

導、良好な居住環境の整備等により、魅力的な空間づくりを図ります。

自然的景観では、太平山をはじめとする山林による雄大な景観が展開し、太平山への眺望

点も豊富であり、これらの保全を目指します。

◆幹線道路沿い

市街地での沿道の店舗は、駐車場を含めた

施設周辺の緑化に努め、全体として統一感

ある商業地景観づくりに努めます。

田園・山林等に面する区域では、野立広告

板等の乱立による景観の悪化を抑止します。

秋田駅東中央線や横山金足線等は、
市街地では沿道型商業施設が立ち
並び、シンボルロードにふさわし
い景観の形成が望まれます。
田園・山林等に面する区域では、
野立広告板等による景観の阻害が
見受けられ、景観を阻害しないよ
う配慮が必要です。

◆市街地と太平山の間に広がる丘陵

丘陵を構成する樹林の保全・継承により市街

地へ緑景観の潤いを与え、田園景観と一帯と

なった雄大な景観づくりに努めます。

市街地と太平山の間
に丘陵が広がり、市
街地へ緑景観の潤い
を与えるとともに、
田園景観と一帯とな
った雄大な景観を形
成しています。

◆秋田駅東口周辺の商業地

県都の新たな玄関口であり、秋田市の顔を意

識した建物ファサード等により、魅力ある景

観形成を図ります。

秋田駅東地区の都市
基盤整備などによ
り、新たな商業地景
観形成が進んでいま
す。県都の玄関口に
ふさわしい、風格と
魅力ある景観を形成
していくことが必要
です。

◆歴史的建造物周辺

建造物等の維持・保全と、その周辺住民の

理解と配慮による、その雰囲気を継承に努

めます。

佐竹氏の菩提寺・
天徳寺が建つ泉
と、初代藩主の父
義重菩提所・闐信
寺や佐竹氏別邸で
あった如斯亭のあ
る手形には、由緒
ある史跡やお寺が
点在しています。

◆太平山への眺望

太平山への眺望を配慮した景観づくりを

進めます。

秋田駅東口や天徳寺山墓地公園など、地域の
多くの場所で太平山を見ることができます。
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

○ 西部地域

１ 西部地域の景観資源
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

２ 西部地域における景観づくりの方針

①全体方針

②西部地域の特性への配慮

西部地域は、良好な住宅地とこれに隣接した商業地や工業団地といった多様な社会的景観

を抱え、山林をはじめとする豊かな自然的景観を有した地域です。

社会的景観では、公園や寺社による緑の景観が豊富であり、これらを保全・活用した景観

づくりを目指します。

自然的景観では、日本海や雄物川を背景とする豊富な水辺景観が特徴的であり、これらに

配慮した景観づくりを目指します。

◆大森山等市街地を囲む丘陵地

丘陵地の緑の保全を一層推進し、良好な景観づくりを図ります。また、市街地から丘陵地、丘

陵地から市街地への眺望景観に配慮します。

斜面緑地が市街地からの眺望対象と
して重要な景観資源となっています。
また、それらの丘陵地からは市街地
を見渡すことが出来る眺望を有して
います。

◆歴史的建造物等

建造物等やそれらを囲む緑の維持・保全や、その雰囲気を継承した地域の景観づくりに努めま

す。

日吉八幡神社等の歴史的文化的な建物やそ
れらを取り囲んでいる緑が趣のある景観を
つくりだしています。
また、新屋表町通りでは地域の取り組みに
より歴史的建造物等をいかした線的な景観
づくりが展開されています。

◆海岸沿いの景観

海岸沿いのクロマツの保安林による緑景観、美しい水辺景観の形成を図ります。

新屋海浜公園・桂浜海水浴場・下浜海水浴場
を結ぶ海岸線は美しい砂浜と松林が連なり、
クロマツによる保安林は、海と一体となった
雄大な景観を創出しています。
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

○ 南部地域

１ 南部地域の景観資源
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

２ 南部地域における景観づくりの方針

①全体方針

②南部地域の特性への配慮

南部地域は、御所野ニュータウンなどの宅地造成により、新しい住宅地景観の形成が進ん

でいる地域です。

景観資源が社会的景観から構成されているところが特徴的であり、良好な住宅地景観や、

田園や公園などによる緑景観が豊富です。今後の地域整備に伴う多様な景観の展開に際し、

緑景観の豊富さを推進した景観づくりを目指します。

◆御所野ニュータウン

地域のまちづくりルールと連動し、各家々の生垣等の緑や草花による緑化等による計画的で良

好な住宅地の景観形成をより推進します。

地域のまちづくりルール
（地区計画や緑地協定等）
により良好な住居環境の
推進が図られています。

◆田園景観

田園景観との一体感に配慮し周囲と調和した景観の形成を図ります。

郊外に良好な農地が広がり、季節感あふれ
る景観を創出しています。

◆市街地へ向かう幹線道路等

沿道への野立広告板等の乱立を防ぎ、広がる田園景観への眺望、市

街地への眺望に配慮するよう努めます。

御所野地区の国道13号や横山金足線等は、雄大な田園景観が広がり、さらに市
の中心市街地を眺望でき、市街地に入る際の第一印象を与える景観的に重要な
地点となっていますが、野立広告板等により景観が阻害されているところが見
受けられるため、景観を阻害しないよう配慮が必要です。
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

○ 北部地域

１ 北部地域の景観資源



31

第１編 景観づくりのための基本的な事項

２ 北部地域における景観づくりの方針

①全体方針

②北部地域の特性への配慮

北部地域は、重要港湾秋田港、史跡や良質な住宅地、田園、山林などの自然環境を有し多

様な景観を持つ地域です。

社会的景観では、街路や歴史的景観となる景観資源が豊富であり、今後は、これらを個々

にまた複合的にいかした景観づくりを目指します。

自然的景観では山林による緑の景観が豊富であり、これらの保全を目指します。

社会的・自然的の総合的な景観である秋田港は地域を特徴付ける景観資源であり、これを

様々な観点からいかした景観づくりを目指します。

◆歴史的建造物周辺

伝統的な雰囲気を継承しつつ、賑わいと活

気のあるバランスの良い景観づくりに努め

ます。

土崎地区は、古くか
ら港町として栄え、
現在も旧羽州街道の
周辺には、寺社や商
家、町家が点在して
います。また、鎮守
である神明社の建て
替えや駅周辺の道路
等の基盤整備など新
たなまちづくりに向
けた動きも見られま
す。

◆田園景観や山なみ

田園景観や眺望景観へ配慮した景観形成を図

ります。

郊外に田園風景が広
がり、さらに上新城
の山なみと相まって
雄大な景観が形成さ
れています。

◆秋田港周辺

緑のうるおいのある工業地景観、より一層の

にぎわいのある商業地景観を目指すととも

に、水辺景観を活かした親しまれる港町の景

観づくりに努めます。

活気のある工業
地 の 景 観 を 呈
し、本市の代表
的な臨海部の工
業地景観となっ
ています。また、
セリオンがラン
ド マ ー ク と な
り、港の水辺と
ともにうるおい
とにぎわいのあ
る景観を形成し
ています。

◆並木道

沿道の住民や関係者が歩道の清掃や街路樹

等の維持管理などに主体的に取り組むこと

により、地域に愛着をもたらす景観形成を

図ります。

自衛隊通り、四ツ
屋街道、草生津川
岸など、桜やイチ
ョウなどの街路樹
によりうるおいと
やすらぎのある街
路景観が形成され
ています。
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

○ 河辺地域

１ 河辺地域の景観資源
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

２ 河辺地域における景観づくりの方針

①全体方針

②河辺地域の特性への配慮

河辺地域は、太平山の豊かな緑や清らかなせせらぎといった自然景観を有する地域です。

社会的景観では、広大な田園景観による眺望景観が展開し、また、旧街道などでは歴史的

なまちなみが形成され、これらの保全・継承に配慮し、活用を図った景観づくりを目指しま

す。

自然的景観では、筑紫森などによる山林が豊富で、緑豊かな景観が広がっています。今後、

これらを保全した景観づくりを目指します。

◆旧羽州街道

歴史的な街並みの雰囲気を継承する景観づくりに配慮します。

戸島地区、和田地区ともに通り沿い
には歴史を感じさせる建築物が多く
存在しています。

◆へそ公園からの眺望

四季毎に表情を変える田園を保全した景観形成を図り、眺望景観の保全に努めます。

広がる田園風景と、田園や小高い山
に囲まれた鵜養地区とが調和した雄
大な眺望を有しています。

◆自然的景観

山林や河川等の保全や、それらへの眺望点の保全を図ります。

筑紫森などの山林による豊か
な緑や、岩見川や渓谷の美し
さにより、地域にうるおいと
やすらぎを与えています。
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

○ 雄和地域

１ 雄和地域の景観資源
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

２ 雄和地域における景観づくりの方針

①全体方針

②雄和地域の特性への配慮

雄和地域は、太平山の豊かな緑や清らかなせせらぎといった自然景観に恵まれた地域です。

社会的景観では田園などの農地による景観の豊富さが特徴的です。

自然的景観では、高尾山などによる山林の景観資源が多く挙げられ、緑の景観が豊富であ

り、雄物川による水辺景観とともに地域にうるおいを与えています。

また、社会的景観・自然的景観の調和による眺望景観が随所で展開されています。今後は、

これらの保全や活用に配慮した景観づくりを目指します。

◆高尾山からの眺望

眺望点の確保や、眺望景観の保全に配慮します。

雄物川の美しい川の流れが一望でき、晴れた日には奥羽山脈も見ることのできる貴重な眺望点を有しています。

◆雄物川

川岸の緑の保全と、橋や高尾山からの眺望景観の保全を図ります。

水面と川岸の緑といった自然的景観
と、黒瀬橋や水沢橋などの橋との調
和による景観が展開されています。

◆雄物川沿いの田園

田園景観を保全・継承するとともに、この田園景観の中を流れる雄物川との調和を図ります。

米どころ秋田を彷彿させる貴重な田
園景観が広がっています。
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第１編 景観づくりのための基本的な事項

(3) 土地利用別方針

景観は、住宅・商店等の建物、橋・電柱等の工作物、川や樹木等の自然など目に見える

全ての要素から構成されます。

そして、各々の場所での景観要素は、かなりの部分において、「土地利用」を規定する

都市計画に深く関わっているため、土地利用別の方針を定めます。

市全域の用途地域



７地域の用途地域の面積イメージ図

※ ☆ はその用途地域等がないことを表しています。
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第１編 景観づくりのための基本的な事項



土地利用別方針

①住宅系

・地区計画や建築協定等と連動した計画的で良好な住宅地の景観形成を図ります。

・各家々の生垣等の緑や草花による緑化をさらに推進した、うるおいのある住宅地の景観

形成を図ります。

・宅地の連続した花壇等による緑や花による彩りある景観の創出や、連続した街区での生

垣設置等、市民発意による景観形成を推進します。

・伝統的形態やデザインを継承した風格のある住宅地の景観の保全を図ります。

・沿道の住民や関係者が歩道の清掃や街路樹等の維持管理などに主体的に取り組むことに

より、地域に愛着をもたらす景観形成を図ります。

・宅地化された空閑地については、土地の清潔を保持するとともに、環境美化の推進を図

ります。

②商業系

・県都にふさわしいにぎやかで魅力ある中心商業地の景観形成を図ります。

・安全で快適な回遊性のある歩行者空間を確保し、人々が集い交流する、にぎわいのある

商業地景観の形成を図ります。統一感ある景観形成を図ります。

・ポケットパーク等を含む緑豊かな空間を創出したうるおいと憩いのある楽しい商業地の

景観形成を図ります。

・街路樹や草花等による緑化を推進し、魅力ある業務地における緑のネットワークの整備

による景観形成を図ります。

・沿道の住民や関係者が歩道の清掃や街路樹等の維持管理などに主体的に取り組むことに

より、地域に愛着をもたらす景観形成を図ります。

・宅地化された空閑地については、土地の清潔を保持するとともに、環境美化の推進を図

ります。

③工業系

・街路樹や草花等による緑化を推進し、魅力ある業務地の景観形成を図ります。

・敷地内での緑化と安全に配慮した夜間照明の設置等をを推奨し、緑に包まれたうるおい

のある、安全な工業地の景観の形成を図ります。

④公園・緑地・墓園

・近隣住民や公園愛護協力会などの関係者が主体的に公園の清掃や除草、維持管理などに

取り組むことにより、地域に愛着をもたらす景観形成を図ります。

⑤集落

・四季毎に表情を変える田園を保全した景観形成を図ります。

・沿道の住民や関係者が歩道の清掃や街路樹等の維持管理などに主体的に取り組むことに

より、地域に愛着をもたらす景観形成を図ります。

⑥農耕地

・四季毎に表情を変える田園を保全した景観形成を図ります。

・秋田市の入口となる幹線道路の沿道では、市の印象度を高める景観形成を図ります。

・田園地帯に広がる里地・里山については、緑地保全のための法制度を活用し、その保全
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を図ります。

⑦山林

・秋田市の入口となる幹線道路の沿道では、市の印象度を高める景観形成を図ります。

・太平山から続く広大な丘陵部の緑、市街地周辺の樹林地など、秋田市を特徴づける景観

の構成要素となる緑の保全を図ります。

・特色ある中山間地域の創造を図るため、里地・里山の保全や利活用と広葉樹林の造成、

森林空間の市民利用を促進します。

(4) 景観の性質別方針

景観は、「歴史を感じる」あるいは「緑の安らぎを感じる」など個々の景観要素が持つ「性質」

から得られる印象や雰囲気による影響も大きいため、景観の性質別方針を定めます。

景観の性質別方針

①緑を感じる景観

・沿岸のクロマツの保安林や市街地を取り囲む丘陵地の斜面等の緑の保全と市街地での都

市公園の整備促進による緑の創出と保全による緑地景観の形成を図ります。

・緑化に関し、市民や事業者が主体的に取り組むことによる景観の形成を図ります。

・街路樹および草花による沿道緑化の一層の推進や桜並木等の保全を図った美しいうるお

いのある道路景観の形成を図ります。

・景観上特に重要かつ良好な樹林地については、緑地保全地区の指定などにより、その保

全を図ります。

・水と緑のネットワークによる緑豊かな景観の形成を図ります。

・風致地区の指定による市街地の緑地景観の保全を図ります。

②水辺を感じる景観

・海岸や河川上流部の水辺環境を維持、保全し景観の形成に積極的に努めます。

・市民に親しまれうるおいを与える市街地での水辺空間等を一層拡大した景観の形成を図

ります。

・水と緑のネットワークによる緑豊かな景観の形成を図ります。

③歴史を感じる景観

・伝統的、文化的建造物や史跡の保全に努め由緒ある街並み景観の形成を図ります。

・歴史的資源､観光的施設の維持､保全とその周辺住民の理解と配慮によりその雰囲気を継

承した景観の形成を図ります。

・文化財指定や景観重要建造物指定などの法制度を活用した保存・活用を図ります。

④ランドマークによる景観

・都市景観賞等の表彰制度による市民意識の高揚と建築物のデザイン水準等の向上した景

観の形成を図ります。

・市街地からの景観のシンボルとなる場所や眺望のポイントとなる場所の緑の保全を図り
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ます。

・景観重要建造物・景観重要樹木の指定による保存・活用を図ります。

⑤眺望景観

・展望施設の周辺や眺望地点における緑については、眺望を楽しむ視点場の緑として、保

全・整備を図ります。

・市街地からの眺望の確保を図ります。

・眺望地点を周知し、観光的要素としての活用も図ります。



第２編

良好な景観づくりの推進に関する事項

第２編では、第１編の「景観づくりのための基本的な事項」を受け、具体的に景観づく

りを進めるため、景観法で規定している諸制度などについて位置づけます。

第１章 大規模行為に関する景観形成基準

１ 届出対象行為

２ 景観形成基準

３ 国、地方公共団体等の行為について

第２章 屋外広告物に関する景観形成基準

１ 景観づくりの方針

２ 景観形成基準

第３章 地域の景観ルール

１ 景観法に基づく景観ルール

２ 他法令に基づくまちづくりルール

第４章 その他良好な景観づくりに関する事項

１ 景観法に基づく施策

２ 関連施策の活用
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第１章 大規模行為に関する景観形成基準第１章 大規模行為に関する景観形成基準

一定の規模を超える建築等（以下「大規模行為」という。）は、その行為自体が地域の景

観に大きな影響を与えます。第１編の景観づくりの方針を実現するために、市民、事業者

の理解を得ながら、こうした大規模行為を景観法に基づく届出・勧告制度によって緩やか

な規制・誘導を行い、良好な景観の維持・保全、創出を図ります。

１ 届出対象行為

全市域において、以下の行為を届出対象とします。

(1) 建築物

次に掲げる行為、規模に該当する場合は、景観法第16条第１項第１号の規定に基づき行

為着手の30日前に届出が必要となります。

届出対象行為

届出対 景観法第16条 「新築」 例）

象とな 第１項に基づ 「増築」 ◆高さ10ｍ又は

る行為 く行為 「改築」 建築面積1,000㎡を超え

「移転」 る場合

「外観を変更することとなる修繕若

しくは模様替え又は色彩の変更」

届出対 次のいずれか ◆高さが10ｍを超えるもの（増築又

象とな に該当するも は改築により新たに10ｍを超える

る規模 の こととなる場合を含む。「外壁の

色彩の塗り替え」については、鉛

直投影で一壁面の面積の過半を超

える場合）

◆建築面積が1,000㎡を超えるもの ◆増築部分の高さが10ｍを

（増築又は改築により建築面積が 超える場合

1,000㎡を超えることとなる場合を

含む。但し、増築、改築又は移転

に係る部分の床面積の合計が10㎡

以内の場合を除く。「外壁の色彩

の塗り替え」については、鉛直投

影で一壁面の面積の過半を超える

場合。） ◆建築面積の合計が1,000

＊色彩の塗り直しであっても外観の ㎡を超える場合

変更を伴う場合は、届出の対象と

なります。
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(2) 工作物

次に掲げる行為、規模に該当する場合は、景観法第16条第１項第２号に基づく届出が必

要となります。

届出対象行為

届出対 景観法第16条 「新設」 例）

象とな 第１項第２号 「増築」

る行為 に基づく行為 「改築」 ◆高さが10mを超える場合

「移転」

「外観を変更することとなる修繕若

しくは模様替え又は色彩の変更」

届出対 次のいずれか 高さが10mを超えるもの（工作物が建

象とな に該当するも 築物と一体となって設置される場合

る規模 の にあっては地盤面から当該工作物の

上端までの高さとする。また、改造

により新たに高さが10mを超えること ◆既存建築物の高さとの合

となる場合を含む。） 計が10mを超える場合

＊色彩の塗り直しであっても外観の

変更を伴う場合は、届出の対象と

なります。

(3) 開発行為

本市では、開発許可制度および「秋田市都市環境の創造および保全に関する制度」の一

環である「秋田市宅地開発に関する条例」に基づく届出等により、優良な宅地開発を促進、

計画的で秩序あるまちづくりの推進および良好な居住環境の整備を図っています。開発行

為については、これらの制度により、緑化等景観に対しても十分に配慮されていることか

ら、本計画では、景観形成方針のみを定め、条例で届出対象行為から除外することとしま

す。

景観形成方針

・公共施設の整備を図り、住みやすく安全なまちづくりを進めます。

・土地利用に応じた公共施設などの整備を行います。

・緑豊かな、ゆとりあるまちづくりを進めます。

(4) 条例での対応

建築物や工作物に関する届出基準は、現行の都市景観条例に定める内容とあまり差異は

ありませんが、建築物の増改築等で10㎡以内の場合は、届出対象から除外することとし、

一部基準を緩和しました。計画策定後は、届出基準に係る事項を条例に定めます。

また、景観法への制度移行により生じる手続面での変更箇所は、次ページの表のとおり

となります。



◆建築物・工作物の新築、増築、改築、
移転、外観を変更することとなる修繕若
しくは模様替え又は色彩の変更

変更なし

◆広告物の表示、移転もしくはその内容
の変更又は広告物を掲出する物件の設
置、改造、移転、修繕もしくは色彩の変
更

届出必要なし
（屋外広告物許可申請と一本化）

◆高さが10ｍを超えるもの ◆高さが10ｍを超えるもの
（増築又は改築により新たに10ｍを超
えることとなる場合を含む。「外壁の
色彩の塗り替え」については、面積の
過半を超える場合）

（増築又は改築により新たに10ｍを超
えることとなる場合を含む。「外観を
変更することとなる修繕若しくは模様
替え又は色彩の変更」については、鉛
直投影で一壁面の面積の過半を超える
場合）

◆建築面積が1,000㎡を超えるもの ◆建築面積が1,000㎡を超えるもの
（増築又は改築により建築面積が
1,000㎡を超えることとなる場合を含
む。）

（増築又は改築により建築面積が
1,000㎡を超えることとなる場合を含
む。但し、増築、改築又は移転に係る
部分の床面積の合計が10㎡以内の場合
を除く。「外観を変更することとなる
修繕若しくは模様替え又は色彩の変
更」については、鉛直投影で一壁面の
面積の過半を超える場合）

◆建築物・工作物について、全市を対象
とした項目別基準

◆建築物・工作物について、全市を対象
とした項目別基準（内容に変更・追加あ
り）◆建築物について、建築物の用途別基準◆建築物について、建築物の用途別基準
（内容に変更あり）

－ ◆建築物・工作物について、地域別基準
（新設）

◆事実の公表 ◆事実の公表 ◆事実の公表
・秋田市都市景観条例に基づき事実の公表をするこ
とができる。（自主制度）

・秋田市都市景観条例に基づき事実の公表をするこ
とができる。（自主制度）

・秋田市都市景観条例に基づき事実の公表をすることが
できる。（自主制度）

◆是正命令
※条例で対象となる行為（特定届出対象行為）を定める
必要がある。

◆30万円以下の罰金 ◆１年以下の懲役または50万円以下の罰金
・届出をしないか、虚偽の届出をした場合
・届出から30日後よりも前に行為に着手した場合

・原状回復命令に従わない場合

◆50万円以下の罰金
・是正命令に従わない場合

◆30万円以下の罰金
・届出をしないか、虚偽の届出をした場合
・届出から30日後よりも前に行為に着手した場合

大規模行為に関する規制の変更について

市民による景観形成を経て規制強化した場合
（条例改正が必要）

区分

次の行為について、必要なものを届出対象と
することができる。届出対象とする規模も定
めることができる。

◆建築物の新築、増築、改築若しくは移転、
外観を変更することとなる修繕若しくは模様
替又は色彩の変更
◆工作物の新設、増築、改築若しくは移転、
外観を変更することとなる修繕若しくは模様
替又は色彩の変更
◆開発行為
◆土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その
他の土地の形質の変更
◆木竹の植栽又は伐採
◆さんごの採取
◆屋外における土石、廃棄物、再生資源その
他の物件の堆積
◆水面の埋立て又は干拓
◆夜間照明
◆火入

届
出
対
象

規
模

現行 景観計画策定後

市民合意の程度と規制目的に応じて決定され
る。

罰
則

勧
告
に
従
わ
な

い
場
合
の
措
置

行
為

－

景
観
形
成
基
準

手
続
フ
ロ
ー

届出
（建築確認申請等の30日前まで）

適合 不適合

法令手続
確認申請等

勧告

事実の公表着手

届出
（行為の30日前まで）

適合 不適合

勧告
(届出から30
日以内)

事実の公表

着手

※届出から30
日間の着手制

限

届出
（行為の30日前まで）

適合 不適合

勧告
(届出から30
日以内)

事実の公表

着手

※届出から30
日間の着手制

限

是正命令
(届出から30
日以内)
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２ 景観形成基準

届出対象となる大規模行為については、以下の通り景観形成基準を定め、良好な景観の

形成を図ります。

(1) 建築物

届出対象となる大規模行為建築物については、「周辺との調和」と「景観資源との調和」

が図れることが第一に求められます。その上で第１編で定めた方針や行為地の用途地域等

都市計画上の土地利用に応じ、①共通基準、②建築物の用途別基準、③地域別基準を定め

ます。対象となる建築物について、①②③の該当する項目全ての基準が適用されます。

①共通基準

届出対象となる建築物の大規模行為に関する共通基準として次のとおり定めます。

配置・規模

内容 景観形成基準

外壁の配置 ・道路等に面する側においては、隣接する壁面ラインを統一する。

・道路等から後退することにより圧迫感を軽減する。

・隣接地とお互いに協力し、広場等のゆとりある空間を創出する。

建築物の規模 ・周辺との調和を考慮し、突出感や圧迫感を与えないように規模を

調節する。

・壁面設備（室外機等）、付属設備（受変電設備、ゴミ置き場等）

は、道路等から見える位置に設置しない。やむを得ず設置する場

合は、周辺と調和のとれたデザインとする。

意匠・形態

内容 景観形成基準

高さ・屋根 ・ファサードの表情を豊かにするなどデザインを工夫する。

・外壁等の ・地域全体が統一感のある意匠になるようにする。

意匠・形態 ・周辺と調和した屋根の形態、壁面ラインにする。

・自然景観に面した行為地においては、自然との一体感を演出する

ような意匠とする。

・伝統的、歴史的要素等の周辺要素に配慮し、調和のとれたデザイ

ンにする。

設備等の壁面へ ・壁面設備を設置する場合には、建築物と一体となったデザインと

の設置 する。

・広告物を設置する場合には、周辺の街並みに配慮し、調和のとれ

たデザイン、位置および大きさとする。

照明の設置 ・ライトアップにより、夜間の街並みの景観演出をする。

・屋外照明は過剰な光が周囲に散乱しないような光源の種類、位置、

光量等にする。

・安全性、利便性を考慮した夜間照明にする。



色彩・素材

内容 景観形成基準

外壁・屋根の ・基調となる色（鉛直投影で一壁面の面積の過半を占める色）は、

色彩 彩度５以下とする。

・彩度５を超える色彩をアクセント色として使用する場合は、屋根

又は外壁（鉛直投影）の面積の10％以内とする。

・色彩を組み合わせる場合は、それぞれの色彩の色調（トーン）を

そろえる。

・外壁と屋根の色彩の組み合わせを工夫し、周囲に違和感を与えな

いようにする。

・歴史的景観資源に隣接する行為地においては、使用する色彩を類

似のものとする。

・住宅地に面する側の外壁等の基調となる色は、住民の日常生活に

不快感を与えないものにする。

外壁・屋根の ・外壁材等は、耐久性、耐候性等のある材料を使用する。

素材 ・自然景観に面した行為地においては、自然との一体感を演出する

ような素材とする。

参考：マンセル値

「外壁・屋根の色彩」では、色を「色相（赤、青、黄などの色あい）」、「明度（色の

明るさ）」、「彩度（色のあざやかさ）」について、数字とアルファベットの組み合わせ

で表現する「マンセル値」を用いています。

色相10.0YRの明度と彩

度の値の変化による色見本

を右図に表現しました。

赤い線で囲んだ範囲は

「彩度５以下」となる色で

す。この範囲を超えると、

色彩のあざやかさが高くな

り、大規模な建築物の外壁

等に広範囲に用いると、ま

ちなみに違和感や突出感を

与えてしまいます。

そこで、本市では、大規

模な建築物の外壁の色彩に

ついて、「基調となる色は、

彩度５以下とする。」と基

準を定めています。
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外構・緑化

内容 景観形成基準

敷地の緑化 ・道路に面する箇所については、沿道緑化する。

・季節により移り変わる緑化により、景観を演出する。

・植栽は、地域にあった樹木を選定する。

・既存の樹木等を保存したり効果的に移植して、活用する。

駐車場の緑化 ・規模の大きな屋外駐車場は、特に緑化する。

敷地境界 ・敷地境界部分はできるだけ生垣とし、塀、柵等を設置する場合は、

（塀・柵など） 圧迫感や閉塞感がないような意匠・形態、色彩とする。

・道路等に面する部分は、壁面を後退させオープンスペースを確保

し、植栽等によりゆとり空間を創出する。
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②建築物の用途別基準

住宅や店舗などの建築物の種類ごとに次のとおり基準を定めます。

建築物の種類 景観形成基準

住宅・集合住宅 ・道路沿いを緑で囲み、街灯等で演出する。

・空地を憩いの空間としてデザインする。

・ゴミ置き場のデザインを工夫する。

事務所 ・壁面後退などで小広場を工夫し、歩行者空間を確保する。

・通りから見せる建物内のホールを工夫する。

・歩道と調和のとれた舗装仕上げにする。

工場・倉庫 ・搬入口の扉、シャッターのデザインを工夫する。

・門の前にゆとりのスペースを設ける。

・道路沿いを緑で囲み、街灯等で演出する。

・サービスヤードを緑等で覆うようにする。

・通りに面する高い壁面を後退される。

・屋根・壁面のデザインを工夫する。

店舗・遊技場 ・周辺環境と違和感のない意匠・形態、色彩にする。

など ・照明は、光の色彩の組み合わせを工夫する。

・通りから見せる建物内のホールを工夫する。

・駐車場の配置を工夫し、周囲を緑化する。

・ショーウィンドー、シースルーシャッター等を設け、閉店後の演

出をする。

公共施設 ・ランドマークとなる外観とする。

・オープンスペース等、憩いの空間を創造する。
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③地域別基準

第１編の「地域別方針」で定めた地域の特性に配慮した景観づくりの方針に基づき、次

のとおり建築物の地域別基準を定めます。

中央地域

地域特性 景観形成基準

秋田駅西口周辺 ・県都にふさわしい建築ファサード、看板等のデザインや美しい夜

間景観の演出に配慮する。

・主な交差点付近では、ショーウィンドーや建築ファサード等に配

慮した意匠・形態とする。

・千秋公園に面する行為地においては、公園との連続性に配慮する。

千秋公園周辺 ・商業・教育施設が立地するお堀周辺では、公園との連続性に配慮

した意匠・形態とする。

・使用する色彩は、公園の緑と調和するものとする。

川反周辺 ・旭川の親水性と調和した意匠・形態、色彩とする。

・建物ファサード、看板等のデザインや美しい夜間景観の演出に配

慮する。

寺町周辺 ・落ち着きのある雰囲気を継承した意匠・形態とする。

・突出感を抑え、境内の緑と調和する色彩とする。

歴史的建造物 ・旧羽州街道沿いに点在する歴史的建造物周辺では、その雰囲気を

周辺 継承した意匠・形態とする。

太平山への ・千秋公園・旭川周辺で太平山を背景とする行為地においては、周

眺望 辺と調和する意匠・形態、色彩とし、眺望景観を阻害しないよう、

高さを工夫する。

東部地域

地域特性 景観形成基準

秋田駅東口周辺 ・建物ファサード、看板等のデザインや美しい夜間景観の演出に配

慮する。

秋田駅東中央線 ・ロードサイド型店舗が連なる行為地においては、施設周辺の沿道

・横山金足線 緑化に努める。

周辺

歴史的建造物 ・天徳寺等歴史的建築物周辺では、その雰囲気を継承した意匠・形

周辺 態とする。

太平山への眺望 ・太平山を背景とする行為地においては、周辺と調和する意匠・形

態、色彩とし、眺望景観を阻害しないよう、高さを工夫する。

西部地域

地域特性 景観形成基準

大森山への眺望 ・新屋表町通りに近接する行為地においては、周辺と調和する意匠

・形態、色彩とし、眺望景観を阻害しないよう高さを工夫する。

歴史的建造物 ・日吉神社や新屋表町通りの酒蔵等の歴史的建造物周辺の行為地に

周辺 おいては、その雰囲気を継承した意匠・形態とする。

海岸沿い地域 ・水辺空間の親水性に調和した意匠・形態とする。



50

第２編 良好な景観づくりの推進に関する事項

南部地域

地域特性 景観形成基準

御所野ニュー ・住宅地に近接する行為地においては、突出感を抑え、周辺の住環

タウン 境に調和する意匠・形態、色彩とする。

田園地帯周辺 ・田園景観との一体感に配慮し、周辺と調和した意匠・形態とする。

北部地域

地域特性 景観形成基準

秋田港周辺 ・より一層にぎわいを創出するよう意匠・形態を工夫する。

歴史的建造物 ・寺院や旧羽州街道の歴史的建造物周辺の行為地においては、その

周辺 雰囲気を継承した意匠・形態とする。

並木道 ・自衛隊通りや四ツ屋街道などの並木道に面した行為地においては、

建物や並木の高さを乱さないようにする。

・並木と調和した意匠・形態とする。

緑の景観 ・田園景観や山並みとの一体感に配慮し、周辺と調和した意匠・形

（田園・山並み） 態とする。

河辺地域

地域特性 景観形成基準

旧羽州街道周辺 ・歴史的雰囲気を継承した意匠・形態とする。

自然景観 ・筑紫森周辺の行為地においては、山並みとの一体感に配慮し、周

辺と調和した意匠・形態とする。

・岩見川周辺の行為地においては、水辺空間の親水性に調和した意

匠・形態とする。

へそ公園周辺 ・周囲の田園景観や農村集落に調和した意匠・形態とする。

・へそ公園から田園景観、農村集落への眺望景観を阻害しないよう、

意匠・形態、色彩および高さを工夫する。

雄和地域

地域特性 景観形成基準

高尾山からの ・高尾山から雄物川への眺望景観を阻害しないよう、意匠・形態、

眺望 色彩および高さを工夫する。

雄物川 ・河川空間の親水性や周囲の自然景観に調和した意匠・形態とする。

・新波橋、水沢橋などのランドマークとなる橋梁との調和した意匠

・形態とする。

田園風景 ・田園景観との一体感に配慮し、周辺と調和した意匠・形態とする。
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(2) 工作物

工作物について、届出対象となる大規模行為に対し、第１編で定めた方針や行為地の用

途地域等都市計画上の土地利用に応じ、①共通基準、②地域別基準を定めます。対象とな

る工作物について、①②の該当する項目全ての基準が適用されます。

①共通基準

工作物について、全ての届出対象となる大規模行為に対し、共通に適用する基準を次の

とおり定めます。

項目 景観形成基準

配置・規模 ・建築物に設置する工作物は周辺に与える突出感、違和感、圧迫感

を軽減する。

意匠・形態 ・意匠・形態が周辺の景観と調和するようデザインする。

色彩・素材 ・周辺環境と調和する色彩・素材にする。

外構・緑化 ・敷地内は緑化する。

②地域別基準

第１編の「地域別方針」で定めた地域の核となる景観資源の方針に基づき、次のとおり

工作物の地域別基準を定めます。

中央地域

地域特性 景観形成基準

千秋公園周辺 ・商業・教育施設が立地するお堀周辺では、公園との連続性に配慮

した意匠・形態とする。

・使用する色彩は、公園の緑と調和するものとする。

川反周辺 ・旭川の親水性と調和した意匠・形態、色彩とする。

・建物ファサード、看板等のデザインや美しい夜間景観の演出に配

慮する。

寺町周辺 ・落ち着きのある雰囲気を継承した意匠・形態とする。

太平山への眺望 ・千秋公園・旭川周辺で太平山を背景とする行為地においては、周

辺と調和する意匠・形態、色彩とし、眺望景観を阻害しないよう、

高さを工夫する。

東部地域

地域特性 景観形成基準

太平山への眺望 ・太平山を背景とする行為地においては、周辺と調和する意匠・形

態、色彩とし、眺望景観を阻害しないよう、高さを工夫する。

西部地域

地域特性 景観形成基準

大森山への眺望 ・新屋表町通りに近接する行為地においては、周辺と調和する意匠

・形態、色彩とし、眺望景観を阻害しないよう、高さを工夫する。

海岸沿い地域 ・水辺空間の親水性に調和した意匠・形態とする。
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南部地域

地域特性 景観形成基準

田園地帯周辺 ・田園景観との一体感に配慮し、周辺と調和した意匠・形態とする。

御所野ニュー ・住宅地に近接する行為地においては、突出感を抑え、周辺の住環

タウン 境に調和する意匠・形態、色彩とする。

北部地域

地域特性 景観形成基準

緑の景観 ・田園景観や山並みとの一体感に配慮し、周辺と調和した意匠・形

（田園・山並み） 態とする。

河辺地域

地域特性 景観形成基準

自然的景観 ・筑紫森周辺の行為地においては、山並みとの一体感に配慮し、周

辺と調和した意匠・形態とする。

・岩見川周辺の行為地においては、水辺空間の親水性に調和した意

匠・形態とする。

へそ公園周辺 ・周囲の田園景観や農村集落に調和した意匠・形態とする。

・へそ公園から田園景観、農村集落への眺望景観を阻害しないよう、

意匠・形態、色彩および高さを工夫する。

雄和地域

地域特性 景観形成基準

高尾山からの ・高尾山から雄物川への眺望景観を阻害しないよう、意匠・形態、

眺望 色彩および高さを工夫する。

雄物川 ・河川空間の親水性や周囲の自然景観に調和した意匠・形態とする。

・新波橋、水沢橋などのランドマークとなる橋梁との調和した意匠

・形態とする。

田園風景 ・田園景観との一体感に配慮し、周辺と調和した意匠・形態とする。
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３ 国、地方公共団体の行為等について

国や県、市などの地方公共団体には景観法に基づく届出義務はありませんが、美しく魅力あ

る景観を形成していくためには、行政も景観に対し、率先して取り組む必要があります。この

ため、国や地方公共団体も大規模行為に際しては、前項の景観形成基準によるほか、次の促進

事項に配慮した景観形成を図ります。

＊国の機関や地方公共団体が景観区域内で大規模行為を行う場合は、景観法第16条第５項

の規定により、あらかじめ、市長にその旨を通知しなければなりません。

項目 促進事項

共通事項 ・大規模な建築行為の際は、景観形成基準を遵守した景観の形成を

図る。

景 緑の景観 ・千秋公園・高清水公園等の都市公園等では整備をより進め、緑地

観 景観の形成を図る。

の ・田園地帯の幹線道路沿道の野立看板等を適正に誘導した景観形成

性 を図る。

質 水辺景観 ・セリオン周辺においては、より一層にぎわいの創出を図る。

・市街地の河川は、親水性に一層配慮した景観形成に取り組む。

・河川の堤防や河川敷の河川空間の整備に際しては自然・社会環境

に配慮した水辺景観の形成に積極的に努める。

歴史景観 ・歴史的資源・観光的資源固有の雰囲気を継承し、景観の形成を図

る。

眺望景観 ・眺望点のさらなる維持管理等に努め、市民等への周知を図る。

・大規模建築行為等の建築に際しては、市街地からの眺望に与える

影響に配慮した景観の形成を図る。
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第２章 屋外広告物に関する景観形成基準第２章 屋外広告物に関する景観形成基準

屋外広告物は、商品やサービスに関する情報を伝えるだけでなく、建物などの位置を知らせ

る目印となるなど、人々や社会へのメッセージを有しています。その多くは民間の経済活動に

よるもので、多くの人々の目を引きつけることから、市民共有の財産である都市景観への配慮

は不可欠であるといえます。

よって、次の基本的な考え方をもとに屋外広告物による良好な景観の維持・保存、創出を図

ります。

１ 景観づくりの方針

①都市景観との調和に配慮した広告景観の形成

都市景観は、自然をはじめ建物や道路、街路樹など様々な要素によって構成されており、

屋外広告物は、こうした都市景観を構成する重要な要素です。

よって、良好な広告景観の形成は、他の景観構成要素との調和、あるいは広告物相互の

調和などに配慮することを基本とします。

②景観特性を活かした広告景観の形成

本市の市域は、自然的景観の地域や都市的景観の地域などその特性により幾つかの地域

に分類することができます。また、その地域の中には、商業業務地区や住宅街、あるいは

歴史的な地区、田園地区など多様な特性がみられます。

よって、景観特性を十分に把握したうえで、ふさわしい広告景観を形成していくことを

基本とします。

③市民の主体的な取り組みによる広告景観の形成

良好な広告景観の形成は、広告主をはじめ屋外広告業者、広告物の掲出の場を提供する

市民の取り組みが必要不可欠です。そのため、「屋外広告物景観形成基準」を設け、関係者

間の共通ルールとして、お互いに協力、連携しながら、取り組んでいくことが大切です。
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２ 景観形成基準

高さ、10ｍを超え、かつ、表示の期間が２箇月を超える屋外広告物の表示、移転、もく

しは内容の変更又は広告物を掲出物件の設置、改造、移転、修繕、もしくは色彩の変更（当

該広告物等が建築物と一体となって設置される場合にあっては地盤面から当該広告物等の

上端までの高さとする。また、改造により新たに高さが 10ｍを超えることとなる場合を

含む。）を行おうとする場合は、次ページの基準により、屋外広告物景観の形成を図ります。

また、広告物等の表示等の際には、秋田市屋外広告物条例に基づく許可が必要であるた

め、屋外広告物条例等を改正し、景観計画と連携することで、一体的な景観形成を図りま

す。

屋外広告物の景観形成基準

項目 景観形成基準

掲出位置 ・建築物とバランスをとる。

・わかりやすい位置に掲出する。

・建物や並木の高さを乱さないようにする。

数量・面積 ・掲出する情報・内容を整理・集約（集合化）して少なくする。

・建物とのバランスに配慮する。

・印象に残る効果的なものになるよう表現を工夫し、必要最小限の

大きさとする。

・建物や施設のイメージ・性格等に合うものにする。

意匠・形態 ・周辺と調和する地色とする。

色彩・素材 ・周辺の色彩と調和する色相・彩度・明度とする。

・汚れが目立たないような耐久性、耐候性のある材料を使用する。

・シンプルですっきりしたものにする。

表現方法 ・デザイン・字体・絵・写真等は質の高いものにする。

・電飾等は、地域の特性に応じたものとする。

・簡潔でわかりやすい内容にする。

・商業地では、広告物がにぎわい、活気、楽しさを演出する要素に

なるようにする。

対象となる屋外広告物



56

第２編 良好な景観づくりの推進に関する事項

第３章 地域の景観ルール第３章 地域の景観ルール

１ 景観法に基づく地域の景観ルール

景観法では、景観計画による全市を対象とした緩やかな規制・誘導のほか、以下の手法を活

用することで、地域の景観特性に応じたきめ細かいルールを定め、景観づくりを推進すること

ができます。また、こうしたルールを定めることで、マンション建築等の際に発生するおそれ

のある景観に関する紛争を予防する効果が期待できます。

市は、市民がそれらを積極的に活用できるよう、支援等の仕組みを整え、働きかけを行って

いきます。

(1)景観まちづくり地区

①制度の概要

景観法では、景観計画区域の一部について、その地区の特性に応じた方針や景観形成基

準、届出対象行為などを定めることができます。市では、地域の良好な景観を形成するた

めに特に重要な地区を「景観まちづくり地区」として位置づけます。位置付けにあたって

は、景観法第９条に基づき、景観計画の策定または変更が必要となります。

また、市民は、景観法第11条第１項にもとづき、景観計画区域の一部について、景観計

画の策定や変更を提案することができます。市では、こうした市民提案による景観計画区

域についても、景観まちづくり地区として位置づけます。

景観まちづくり地区の位置付けイメージ

「景観法の概要」（平成17年９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課）より引用」
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②市の取り組み

特定の地域について制限を設ける場合、土地所有者等の合意と景観に対する意識の高揚

が大変重要です。一方、近年は行政のみならず、住民やＮＰＯ法人等が良好な景観に関す

る取組みを行うようになっています。市では、住民等の取組みを景観計画に積極的に位置

づけるため、まちづくり活動に対する支援制度を設け、住民等との協働により地域の景観

づくりを進めます。

③景観条例での対応

現行の秋田市都市景観条例では、地域の景観を重点的に整備する必要のある地区につい

ては、「都市景観地区」に指定し、独自の届出基準、景観形成基準を設け、景観を誘導して

います。現在都市景観地区に指定している川反地区については、市民協働による景観づく

りという本計画の特徴に鑑み、機械的に「景観まちづくり地区」へ移行せず、地域の関係

者等の景観まちづくり活動による住民提案に基づき、位置づけを検討します。

なお、景観法においては、景観計画の変更により、一定の地域について独自の基準等を

定めることができるとされており、本計画策定後は、自主制度である都市景観地区制度の

存続理由がないことから、これを廃止します。

(2)景観地区・準景観地区

①制度の概要

景観地区とは、市街地の良好な景観の形成を図るため、都市計画として定めることがで

きる地区で、景観法第61条に規定されています。

景観地区では、建築物や工作物の色やデザイン等の制限について、都市計画で裁量的・

定性的な基準として定め、規制することが可能となります。建築物の建築等を行うために

は、市の認定が必要となります。

建築物について定めることのできる制限は、形態意匠の制限（必須）に加え、必要に応

じて高さの最高限度、最低限度、壁面の位置の制限、敷地面積の最低限度を定めることが

できます。認定制度や建築確認により制限への適合が担保され、適合しない場合は、停止

や、是正のための措置を命ずることができます。工作物や開発行為等の行為についても、

必要に応じて規制を行うことが可能となります。

準景観地区とは、都市計画区域および準都市計画区域外の景観計画区域のうち、相当数

の建築物の建築が行われ、現に良好な景観が形成されている一定の区域について、その景

観の保全を図るために定めることができる地区で、景観法第71条に規定されています。景

観地区に準じた規制を行うことができます。

②市の取り組み

市は、地域の景観まちづくり活動の状況等を参考に、景観地区・準景観地区の指定につ

いて検討します。

(3)地区計画等の区域内における建築物等の形態意匠の制限

①制度の概要

地区計画の区域内における行為については、届出・勧告制度により制限されていますが、

建築物等の形態意匠について制限を設けた場合は、景観法に基づく条例を定め、認定制度

を運用することにより、裁量的・定性的な内容を含む制限を行うことができます。
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②市の取り組み

市は、主に現在地区計画が定められ、かつ、建築物等の形態意匠について定められてい

る地域について、制限を行うことを検討します。現在地区計画が定められていない地域に

ついては、都市計画の提案制度により、地区計画の決定について検討します。

＊平成21年３月現在で19地区で地区計画が定められています。

(4)景観協定

①制度の概要

景観協定は、景観計画区域内の一団の土地について、良好な景観の形成を図るため、土

地所有者等の全員の合意により、当該土地の区域における良好な景観の形成に関する事項

について協定を締結するもので、協定を締結した場合、市長の認可を受けなければなりま

せん。

景観協定では、建築物、工作物、樹林地、草地、緑化、屋外広告物、農用地等の景観を

構成する多様な要素について一体として定めることが可能となり、また、景観計画等の規

制よりも厳しい規制内容とすることや、規制手法にはなじまないソフトな事項について定

めることも可能です。

②市の取り組み

市は、地域の提案を受け、景観協定の締結について検討し、地域の土地所有者等全員の

合意等の要件が整った場合、協定を認可します。

③景観条例での対応

現行の秋田市都市景観条例では、景観協定に類似する制度として、「都市景観市民協定」

制度がありますが、本計画策定後は、制度的な混乱を避けるため、同制度を廃止します。
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２ 他法令に基づくまちづくりルール

(1) 都市計画法

①風致地区

都市内の良好な自然景観が形成されている区域を保

全するため、建築等の規制を行うもの。今後、決定や

条例制定の権限移譲が見込まれ、市街地内で重点的に

緑地の保全が必要な地域について、追加指定を検討し

ます。

②高度地区

日照や通風の確保や土地利用の増進のため、建物の高さについての制限を定めるもの。

③地区計画（再掲）

地区レベルのきめ細かいまちづくりのルールを都市計画として定めるもの。

④特別用途地区

地域の景観と密接に関連する土地利用に関し、地区別のコントロールを図るもの。

(2) 都市緑地法

①市民緑地

土地所有者等と地方公共団体などが契約し、緑地や緑化施設を地域の人たちに公開する

もの。

②緑地保全地域

里地・里山など都市近郊の緑地について、緩やかな規制誘導により保全するもの。

③特別緑地保全地区

都市内の良好な自然環境となる緑地を、建築行為の制限等により現状凍結的に保全する

もの。

④緑化地域

緑が不足している市街地等で、建築物の新築や増築を行う際に一定の緑化を義務づける

もの。

⑤緑化施設整備計画

民間施設の緑化計画を市町村長が認定し、税制の優遇措置により、緑化を推進するもの。

⑥緑地協定
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土地所有者等の合意によって、緑地の保全や緑化に関する自主的ルールをつくるもの。

(3) 屋外広告物法

①屋外広告物条例

都道府県や景観行政団体が条例を定め、屋外広告物の表示・掲出を規制するもの。

本計画の策定に伴う景観施策との連携により、禁止地域等の追加指定や地域特性を配慮

した許可基準などについて、検討します。

(4) 建築基準法

①建築協定

土地所有者等の合意によって、建築基準法の基準よりもき

め細かな自主的ルールをつくるもの。より景観に重点を置い

たまちづくりを進めたい場合は、景観協定を推奨するなど、

目的に応じた使い分けを推奨します。

②連担建築物設計制度

既存のまちなみを残すため、複数建築物を同一敷地にあるものとして建築規制を適用す

るもの。

(5) 文化財保護法

①重要文化的景観

人々の生活や風土等を反映した文化的景観の中から優れたものを国が選定し、保全を図

るもの。

②登録有形文化財（建造物）

築50年以上経過し、一定の基準を満たした建造物の外観の

保全と建物の活用を図るもの。

③重要伝統的建造物群保存地区

伝統的建造物群保存地区の中から優れたものを国が選定し、保全を図るもの。
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１ 景観法に基づく施策

(1) 景観重要建造物・景観重要樹木について

市は、公共空間から容易に見ることができ、景観形成上重要と認められる建造物（建築

物または工作物）または樹木については、次の方針に該当する場合、所有者の意見を聴き、

景観重要建造物または景観重要樹木として指定します。

また、指定した景観重要建造物・景観重要樹木については、屋外広告物条例に基づく禁

止地域等に指定し、屋外広告物の無秩序な表示や設置を抑制します。今後、教育委員会等

の関係機関と協力し、市の指定文化財や保存樹などを中心に指定の対象となる資源の発掘

に努めるとともに、指定にあたっては、景観法に基づく所有者や景観整備機構による提案

のほか、地域の景観まちづくり活動の成果が反映できるよう、市民協働による景観づくり

の推進を図ります。

指定の方針

・地域の景観資源として、地域住民に親しまれているもの

・地域のランドマークとなるもので景観への影響が大きいもの

・地域の景観まちづくりの核となるもの

「景観法の概要」（平成17年９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課）より抜粋

(2) 景観重要公共施設について

①景観重要公共施設の基本的な考え方

道路、河川、都市公園、港湾などの公共施設は、景観形成の軸となり、都市のイメージ

を作り上げるうえで大きな役割を果たします。

そのため、地域の良好な景観形成において、特にランドマークとなる公共施設などにつ

いては、管理者と協議のうえ、景観づくりの方針に沿った整備や利用が図られるよう、本
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計画の中で景観重要公共施設と位置づけ、整備を推進します。

また、検討にあたっては、積極的に市民の参加を求め、市民協働による施設整備を図り

ます。

②景観重要公共施設の整備の方針

◆道路

本市の公共施設の中で、特に市民の目に触れやすく、地域の景観に大きな影響を与える

主要な幹線道路については、今後、以下の方針により管理者と協議を行い、整備に関する

事項を検討します。

整備の方針

・道路附属施設の意匠・形態は、沿道の建築物等とのバランスを考慮する。

・歩行者の安全性や快適性を重視した舗装・仕上げとする。

・街路樹等の植栽により、沿道の緑化に努める。

・街路樹には、地域の特性に即し、かつ維持管理が容易な樹種を選定する。

・街路樹の剪定方法は、樹木の育成と美観、台風等による倒木防止、病害虫の予防

などを考慮する。

◆都市公園

住民基幹公園や都市基幹公園などの都市公園については、市民に身近な憩いの場であり、

都市景観の面からも緑の拠点作りを進めていく必要があります。今後は、以下の方針によ

り管理者と協議を行い、整備に関する事項を検討します。

整備の方針

・永続性のある緑地を適正に配置するため、緑地率の増加を図ることとする。

・植栽等の緑化については、地域の特性を生かした樹種を選定し、適切に維持管理す

るものとする。

・樹木の剪定方法は、樹木の育成と美観、台風等による倒木防止、病害虫の予防など

を考慮する。

・はり札やはり紙などの違反広告物に対するパトロールを充実し、速やかに除却でき

る体制を整えることとする。

「景観法の概要」（平成17年９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課）より抜粋
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(3) 景観農業振興地域整備計画について

農山村では、その土地ごとの風土に適応した農業の営みや暮らし、その中から生まれ受

け継がれてきた伝統文化などの要素が一体となってその地域の景観が醸成されいます。一

定の区域において景観と調和の取れた良好な営農条件を確保する必要がある場合は、景観

法に基づく景観農業振興地域整備計画により、地域の特徴ある景観に配慮した土地利用の

あり方や農用地・農業施設の整備・保全の方向性などを定めることができます。

今後、同計画の策定を視野に入れ、地域の景観づくりの取り組みを促していきます。

「景観法の概要」（平成17年９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課）より抜粋

(4) 景観協議会

「景観協議会」は、景観計画区域内の様々な立場の関係者が、景観計画区域における良

好な景観の形成を図るために必要な協議を行うことができる場で、景観法第15条に規定さ

れています。

本市では、歴史的なまちなみや景観資源が散在する地域で、良好な景観形成と観光振興、

地域活性化を一体的に推進するため、市、景観整備機構、公共施設管理者、地域住民、観

光協会、周辺事業者等が参加して、景観重要建造物の利活用方策、回遊性を高めるサイン

計画や歴史と調和したまちづくりの検討等を行う場合など、住民・事業者と関係行政機関

等とが協力して取り組む際に組織し、活用することを検討します。また、地域の景観まち

づくりを実施する団体が住民合意を形成する過程で他の関係者との意見調整が必要な場合

など、それを支援するための活用を検討します。
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「景観法の概要」（平成17年９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課）より抜粋

(5) 景観整備機構

景観整備機構制度は、民間団体や市民による自発的な景観の保全・整備の一層の推進を

図る観点から、一定の景観の保全・整備能力を有する一般社団法人やＮＰＯなどについて、

市がこれを指定し、良好な景観形成を担う主体として位置付ける制度で、景観法第92条に

規定されています。「景観整備機構」は、専門的情報の提供やコーディネート、景観重要建

造物等の管理や指定の提案、景観計画の提案等に加えて、これらを通じた人材育成を行い、

住民主体の持続的な取り組みを支援することができます。

今後、既存のまちづくりＮＰＯへ申請を働きかけるほか、地域の景観まちづくり活動を

行う団体への支援を通じ、指定候補の育成に努めます。

「景観法の概要」（平成17年９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課）より抜粋
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２ 関連施策の活用

本市では、景観向上に関連する施策が様々行われており、これらと連携し、活用することで

より効率的な景観づくりを行っていきます。

(1) 緑の保全・創出

①都市緑化関連施策

・緑化重点地区整備事業

「秋田市緑の基本計画」における

緑化重点地区の公園の再整備を行い、

地域防災を含めた都市緑化の推進を

図ります。

・緑のまちづくり活動支援基金による支援

「緑のまちづくり活動支援基金」は、市民団体等による身近な緑や広場づくりなどの緑

化活動を支援することを目指し、市民・企業のみなさんからの寄付、秋田市からの拠出に

より創設されました。

この基金では、市民からの提案、申請に基づき、審査を経て、資金の助成を行うことで、

市民自ら提案・実践する「緑のまちづくり活動」を支援します。

「緑のまちづくり活動支援基金」イメージ図（財団法人秋田市総合振興公社HP）

・風致地区の追加指定

市街地近郊の自然景勝地・史跡・水辺・丘陵の緑地・緑の多い住宅地等を対象とし、自

然の景観などを保護するために定める地区で、追加指定に向けての検討を行います。

・都市公園整備事業

地方公共団体等が行う都市公園の整備を推進するための事業です。
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・緑地協定制度

市民や開発事業者が自らの発意で協定を締結し、市街地・住宅地などの緑地を保全・創

出するため、協定の認可と指導を行います。

・緑化施設整備計画認定事業

建築物の屋上、空地その他の敷地内の良好な緑化施設の整備に関する計画を市長が認定

し、支援する制度で、都市の緑地を推進するため、引き続き周知を図っていきます。

・市民緑地制度

土地所有者や事項地盤・建築物などの所有者と地方公共団体などが契約を締結し、緑地

や緑化施設を公開する制度で、導入について検討していきます。

・公園愛護協力会の結成促進

町内会などが地域の公園管理を自主的に行うための公園愛護協

力会の新規結成促進を図ります。

公園愛護協力会の活性化策の検討を行い、解散防止を図ります。

・花と緑の相談所の充実

多くの市民から草花などの植栽管理について相談が寄せられており、市民の緑化に対す

る啓発をするため、相談所の充実を図ります。

緑化に関する指導者育成について検討していきます。

(2) 田園景観の保全

・農地の保全

市内の農地は、稲作を中心に生活を支える基盤であるとともに、都市に身近な生物生育

空間となっています。また、米どころ秋田を象徴する田園風景の創出、地下水源の供給等

多面的な機能を持っています。この機能を維持するためにも、農業振興地域の継続的な指

定による良好な農地の保全に努めます。

・耕作放棄地対策

耕作放棄地は、農業従事者の高齢化や担い手不足、生産調整の強化などにより、全国的

に増加傾向にあり、農業生産の低下や良好な環境、景観保全など農業農村の多面的機能の

低下が懸念されています。

また、世界的に食料危機が深刻化するなかで、国民への食料供給力の向上が強く求めら

れており、優良農地の確保と耕作放棄地の有効活用が重要な課題であることから、国では

耕作放棄地の再生利用に向けた各種支援を行うこととしています。

本市においても、耕作放棄地が増加するなかで、食料自給率の向上に向けた取り組みを

行うこととしており、平成２０年度に市内の現状把握を目的とした「秋田市耕作放棄地等
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調査」を関係機関団体の協力を得ながら実施しています。

今後、調査結果を踏まえ、解消計画を策定するなど国の制度を活用しながら、農業上重

要な地域を中心に、復元手法、活用パターン、栽培作物など秋田市型の耕作放棄地等活用

モデルの構築と実践へ取り組み、耕作放棄地の解消と良好な田園景観の保全・推進に努め

ます。

(3) 魅力ある景観の保全・創出

①文化財の保存と活用

郷土への理解を深め、価値を再認識できるよう歴史的な文化

資産を大切に保存し活用するため、本市では文化財保護法に基

づく文化財指定等のほか、独自に秋田市文化財保護条例を定め、

歴史的・文化的資産の保存・活用に積極的に取り組んでいます。

こうした歴史的・文化的資産は景観の観点からも貴重な景観

資源と捉えられるものが多くあることから、文化財保護行政と

連携をとりながら、景観重要建造物の指定を検討するなど景観

の向上を図ります。

②電線共同溝整備事業

市中心市街地における道路から電柱・電線をなくす電線類地中化については、①安全で

快適な歩行空間の確保、②都市防災対策として緊急避難路の確保、③歴史的な街並みの保

全および都市景観の確保、④情報ネットワークの信頼性の確保を主な目的として昭和61年

度から３期にわたる「電線類地中化計画」と「新電線類地中化計画」、さらに平成16年4月

14日に策定された「無電柱化推進計画」)(平成16年度～平成20年度)の５箇年計画に基づ

き、市道川尻広面線(平成13年度～平成16年度完成)、市道大堰反線(平成17年度～平成1

9年度完成)、市道秋田環状１号線(平成19年度～)を実施しています。

また、現在策定中である次期５箇年計画(平成21年度～平成25年度)についても、引き続

き整備を推進するため、積極的に推進していくこととしています。

これらの事業は景観へ与える影響が大きいことから、連携を図り、良好な街路景観の創

出を推進します。

「東京都環状7号線の無電柱化」（財団法人秋田市総合振興公社HP）
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③秋田杉街並みづくり推進事業

本市では、市の面積の５分の１を超える杉林をはじめ豊富な森林資源を有することとな

ったことを踏まえ、「秋田杉街並みづくり推進事業」として、秋田杉という新たな地域資源

を活かしたまちの魅力づくりに取り組んでいるところです。

本事業では産（社団法人秋田県建築士会、秋田県木材産業協同組合連合会）・学（秋田公

立美術工芸短期大学）・官（秋田市）連携による秋田駅西口駅前広場バス乗り場修景整備工

事の実施など、良好な景観の推進に繋がっています。

秋田杉の活用については、上述団体や他の市民団体などによる取り組みも見られるよう

になってきたことから、本事業は今後、市民との協働により進めることとなり、市の景観

づくりにおいても連携を図るものとし、第１編の「景観づくりの個別方針」中央地域の「秋

田駅西口周辺」に定めたように、秋田市の顔を意識した、魅力ある景観形成を図ります。

「秋田駅西口駅前広場バス乗り場修景整備工事のイメージ」（秋田市都市整備部まちづくり整備室）



第３編

市民協働の景観まちづくりに関する事項

第３編では、景観づくりの基本方針の一つである「市民協働による景観づくり」を

具体的に推進するため、市民が積極的に地域の景観まちづくりに参加し、取り組ん

でいくための仕組みについて定めます。

第１章 市民協働による景観まちづくりに向けて

第２章 景観まちづくりへ参加しやすい環境づくり

第３章 地域の景観まちづくり推進のための仕組み

１ 景観まちづくり専門家の登録

２ 市民による景観まちづくり活動への支援

３ 地域による景観ルールの提案
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第１章 市民協働による景観まちづくりに向けて第１章 市民協働による景観まちづくりに向けて

市民協働による景観づくりを推進するため、市では、支援制度などの制度的な仕組みを整え、

地域の景観まちづくりに意欲のある市民の方を重点的にサポートしていきます。

下の図のとおり、地域の景観まちづくりに取り組む団体は、多様な主体の参加・協力を得な

がら、景観ルールの策定に向けて活動することができます。

市民による景観まちづくり推進のイメージ

景観まちづくり活動

◆社会実験による実証

◆地域課題の発見・解決

◆景観イベントの実施

◆講演会等での活動実績の紹介

景観ルール策定に向けた取り組み

◆地域の景観ルールについて検討

◆景観重要建造物、樹木の活用方
  法について検討

◆景観重要公共施設の活用方法に
　ついて検討

提案要件該当者による提案

地域の景観まちづくりに取り組む団体

秋田市

○景観まちづくりへ参加しやすい
　環境づくり
○景観施策の展開
・景観イベント開催
・表彰の実施
・大規模行為の対する緩やかな規制
  誘導など
○関連施策の展開
・緑地保全など

登録

サポーター
登録

参加・
協力

景観整備機構

市民

発展

他団体への支援

景
観
施
策
へ
の
参
画

大学などの教育機関

相
互
協
力
関
係

景
観
ま
ち
づ
く
り
に

意
欲
の
あ
る
市
民

まちづくり
専門家

登
録
・
助
言

支
援

（地域の景観まちづくり推進のための
　仕組みの活用）

支援・助言・
参加
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第２章 景観まちづくりへ参加しやすい環境づくり第２章 景観まちづくりへ参加しやすい環境づくり

市は、市民の取り組みをサポートするとともに、市民が景観まちづくりに参加しやすい環境

をつくるため、次のことに取り組んでいきます。

(1) 地域の景観まちづくり推進のための仕組みづくり

景観まちづくりに興味があるかたや、実際に取り組みたいと思っているかたが積極的に

参加できるよう、市民や団体の登録を行い、登録者への取り組みを支援します。

(2) 景観イベントの開催

シンポジウム等のイベントを適時開催することにより、景観への関心を高めます。

(3) 景観マップの公表・配付

本計画の策定に際し、大勢の市民の方の参加により、地域の景観資源の掘り起こしを行

い、マップに取りまとめました。内容を公表・配付したところ、多くの方からの問い合わ

せが寄せられ、好評を博したところです。今後、観光マップや文化財マップなどと連携し、

市内の活性化と併せ景観への関心を高めます。

(4) 表彰制度

地域の景観まちづくりに貢献している団体や個人を表彰することにより、市民の景観ま

ちづくりへの意欲向上を図ります。

これまでは、都市景観条例の表彰に関する規定に基づき、市民が選ぶ都市景観賞や道路

愛称、景観写真展などによる表彰を行ってきましたが、地域の景観まちづくりを推進して

いくため、それに寄与する団体や個人の表彰に重点を置くよう、実施内容を見直します。

(5) 広報活動

市民の景観まちづくりや市の景観施策を紹介するリーフレット等作成、市の広報やイン

ターネットの活用により、景観に関する情報を積極的に発信していきます。
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(6) 学官連携による景観施策の展開

景観計画策定にあたり進

めてきた学官連携を今後は

景観まちづくりの施策展開

に向けて進めていきます。

(7) 相談体制

景観まちづくりや建築物の建築といった景観に関する相談窓口のＰＲを進めるとともに、

寄せられた相談に対し、関係機関との調整や専門家の紹介など、適切な対応の検討を進め

ます。

(8) 紛争処理体制

景観に関する紛争に対応するため、秋田市中高層建築物の建築に係る紛争の予防および

調整に関する条例の規模要件にかかわらず、景観に関する様々な助言・調査や秋田市都市

環境の創造および保全に関する審議会へ専門的な意見を求めるなど、事前・事後の相談体

制の充実を図ります。

また、高さ10メートル（商業地域、工業地域もしくは工業専用地域又は用途地域の指定

のない区域については15メートル）を超える建築物等の建築については、秋田市中高層建

築物の建築に係る紛争の予防および調整に関する条例に基づき、建築主等は近隣説明会の

が義務づけられており、近隣住民の方の意見を述べることができる仕組みが整っています。

なお、景観に関する紛争を予防するためには、地域の景観ルールづくりなど、地域によ

る日頃からの取り組みがとても重要です。市では、地域の景観まちづくり活動を積極的に

支援し、景観紛争の予防に努めます。

「景観に関するアンケート調査」(平成20年７月)での連携



73

第３編 市民協働の景観まちづくりに関する事項

第３章 地域の景観まちづくり推進のための仕組み第３章 地域の景観まちづくり推進のための仕組み

市は、第２章の(1)で掲げた「地域の景観まちづくり推進のための仕組みづくり」として、

景観まちづくりに興味があるかたや、実際に取り組みたいと思っているかたが積極的に参加で

きるよう、市民や団体の登録を行い、登録者への取り組みを支援します。

また、取り組みに対する支援として、景観まちづくりについて専門的な観点からの助言等が

得られるよう、専門家の登録も行います。

　

登録制度の活用

地域の理解を得ながら
一緒に取り組もう

地域の将来像を

創造(想像)しよう

実現にむけて

ＧＯ！

まずは仲間づくり

登録専門家 サポーター



74

第３編 市民協働の景観まちづくりに関する事項

１ 景観まちづくり専門家の登録

(１) 専門家登録

市に登録した団体が景観まちづくりを行ううえで、専門家の助言等を容易に得ることが

できるよう、景観や景観まちづくりについて豊富な知識や経験を持つ専門家が市に登録す

るしくみをつくります。また、専門家は知識や経験をいかし、市の景観施策等に対し助言

等を行うことができます。

専門家の取り組み例

◆登録団体への助言・協力等

◆景観まちづくりに関する調査・研究等

◆景観に関するシンポジウム、セミナー等での講演

◆ワークショップ等の景観形成活動の企画・運営

◆市が行う景観施策への助言・協力等

(2) 登録専門家への市の支援

◆市が所有する景観まちづくりに関する調査・研究目的のデータ提供

◆景観まちづくりに関する講演会等の開催サポート

◆広報誌等での活動PR

◆市に登録した団体等との交流サポート
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２ 市民による景観まちづくり活動への支援

市では、景観まちづくりに興味があるかたや、実際に取り組みたいと思っているかたが

積極的に参加できるよう、団体やサポーターの登録を行い、取り組みを支援します。

(1) 登録

①景観まちづくり団体の登録

地域の団体が市に登録し、地域の景観まちづくりに関する知識取得や地域の景観ルール

づくりなどに取り組むことができる仕組みをつくります。

登録団体の活動が活発化し、景観整備機構の指定を受けることにより、他の団体等への

支援等を行うことも可能となります。

団体の取り組み例

分類 取り組み内容の例

景観まちづくり ◆社会実験による実証実験

活動 ◆地域課題の発見と解決に向けた取り組み

◆まち歩きなどの景観イベントの実施による地域の景観資源の発掘

◆講演会等で活動実績を発表

景観ルール策定 ◆住民合意に向けた取り組み（説明会の開催、アンケートの実施等）

に向けた取組み ◆景観イベントの実施による意識啓発

・景観イベントを独自に企画・実施

・景観マップ作成

◆景観ルールの検討・作成

・「景観まちづくり地区」「景観地区（準景観地区）」「地区計画」「景観

協定」といった地域の景観ルールの作成

・建造物や樹木などの景観資源について、「景観重要建造物」「景観重要

樹木」の活用方法の検討

・街路や河川等などの公共施設について、景観資源としての活用方法の

検討

＊地域の景観まちづくり活動は、地域の状況や団体の成熟度により様々な形態が予想さ

れ、上記の取り組みはほんの一例です。
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活動例：新屋表町通り景観まちづくり

新屋表町通りでは、地域住民等が中心となり、通りの景観向上や活性化をめざし、景

観まちづくり活動の拠点づくりや、通りに面する空き地の補間、地域の景観シンボル

づくりなど、色々なことに取り組んでいます。

景観まちづくり活動の拠点

を整備・運営し、交流の場

などにも活用されています。

通りに面する空き地を補間し、

イベント会場としても活用さ

れています。

地域のめざす姿として、景観ガイドラインを作成しました。
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② 景観サポーターの登録

景観まちづくりに興味があり、取り組みに参加したいというかたが、市に登録し、サポ

ーターとして景観づくりなどに参加できる仕組みをつくります。

登録者同士が仲間になったり、先導したりして、団体を結成し、地域の景観まちづくり

に積極的に取り組むことが期待されます。

市は、サポーターに対し、個別の情報提供や登録団体等との交流のサポートなどを行い

ます。

サポーターの取り組み例

◆景観イベント（まちあるきやワークッショップ等）への参加・サポート

◆景観イベントの企画

「まちあるき」など景観まちづくりに関連するイベントの企画・提案

◆景観ブログの運営

市が提供するインターネットの仕組みを活用し、景観ブログや景観サイトなどを運営



(２) 地域の取り組みに対する支援

①支援制度

市民が景観まちづくりに取り組むためには、地域住民の熱意はもちろん、景観まちづく

りのノウハウや情報など、取り組みをサポートする支援も必要となります。また、取り組

みの目的や進捗状況等により、必要とする支援は異なります。

そこで、市は、情報提供や人材交流の促進、地域の景観ルールづくりのお手伝いといっ

た支援を行うことにより、景観まちづくりを推進します。

支援内容一覧

支援内容

情報提供 景観まちづくり制度に関する情報提供

他の助成制度などの情報提供

登録者の活動に関する情報提供

他の登録団体や個人の活動成果・他都市事例の提供

イベント 市が開催する景観まちづくりに関するイベント等へ個別に情報提供

関連

景観まちづくりに関するイベント等の開催サポート

実施方法や周知、会場の斡旋など

広報 広報誌等による活動PR

交流 市に登録した個人・団体・専門家間の交流や参加協力の斡旋

仲間づくりや人材発掘に役立ちます

助成 景観まちづくりに関する活動経費の一部助成

会議の開催、社会実験の実施、アンケートの実施など

その他 景観まちづくりに関する一般的な相談・助言

組織運営・設立についても受け付けます

景観まちづくりに関する技術的支援

地域課題の発見、景観ルール策定の際のポイントなど

専門家による支援

登録専門家による専門的な観点からの助言

②景観法に基づく制度活用による支援

・景観協議会の活用

地域の景観ルールは、他者の所有する建物や工作物等に及ぶ場合が多いため、合意形成

の過程で様々な関係者との協議や意見調整を必要とする場面が予測されます。例えば、商

店街では、個人商店主や事業者、道路等の公共施設の管理者、電柱等を所有する電気事業

者など様々です。こうした良好な景観づくりのための協議の場として、景観法では景観協

議会を組織できるとしており、これを活用し、取り組みへの支援を行います。
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・景観整備機構の推進

景観整備機構は、景観計画の提案や景観重要建造物や景観重要樹木の指定の提案・管理

などのほか、他者への助言・援助、景観協議会への参加など、景観形成に関し幅広く活動

する機会が与えられてます。

市では、まちづくり団体の活動持続や団体間交流を含めた市内全体での景観まちづくり

の活発化を図るため、登録団体を中心に指定候補の育成に努めます。

（３）景観条例での対応

現行条例では、一定の地区について都市景観地区の指定へ向けた活動などを行う団体を

都市景観市民団体に認定できるとしています。都市景観市民団体制度は、認定の要件とし

て予め団体の規約に事務所の所在地、役員の定数・任期・職務の分担、選挙・選任などに

関する事項を定めている必要があるなど組織として確立された団体を対象としていたもの

であり、活動初期段階の組織的に未成熟な団体にとっては、活用しづらい制度でした。今

後は、団体の登録という市民の活用が容易な方法を採用し、意欲のある市民が参加できる

よう制度を改めます。

また、現行条例では、都市景観市民団体や都市景観形成に寄与すると認められる行為を

しようとする者に対し、技術的援助その他の支援をすることができるとしており、これま

で、川反都市景観地区内の旭川側に面する建物の増改築等に限定し、費用の一部を助成し

てきました。本計画策定後は、都市景観市民団体の廃止に伴い、支援対象を前章の登録団

体・個人へと広げ、支援内容を地域の景観まちづくり活動に係る費用に対する助成に改め

ます。

79

第３編 市民協働の景観まちづくりに関する事項



３ 地域による景観ルールの提案

(1) 概要

第２編第３章にあるように、地域の景観特性に応じたきめ細かいルールを定め、景観ま

ちづくりを推進することができます。こういった地域のルールの策定には、対象となる地

域住民の意欲や合意形成が不可欠であることから、市は、地域の取り組みへの支援を通じ

て得られた地域からの提案等を受け、ルールの策定等について検討や必要な手続等を行い

ます。

支援制度・登録制度と連携して進めるため、景観法に基づく提案制度の拡充等により、

積極的に提案制度の運用を図ります。

(2) 内容一覧

①地域の景観ルールの提案

地域の景観まちづくりに関する取り組みをルール化し、提案できる仕組みをつくります。

提案内容 ◆ルールの対象となる地域

◆ルールの種類・内容等

ルール ①景観まちづくり地区（提案の区域内の土地所有者等の３分の２

一覧 以上の同意が必要。）

☆②景観地区（提案の区域内の土地所有者等の３分の２以上の同意

が必要。）

③準景観地区（同意要件なし。）

☆④地区計画（提案の区域内の土地所有者等の３分の２以上の同意

が必要。）

⑤景観協定（区域内の土地所有者等全員の合意が必要。）

☆のついているルールは、都市計画法に基づく住民提案制度により提案す

ることができます。

市の対応 土地所有者の合意形成等の要件が整い、地域の景観まちづくり推進

に適切な場合は、ルールの策定等（景観協定については、認定）の

手続を進めます。

②景観資源の保全・活用の提案

地域の大切な景観資源に関する景観法に基づく制度について提案できます。

提案内容 ◆景観重要建造物や景観重要樹木の指定や活用に関すること

◆景観重要公共施設に関すること

制度一覧 ①景観重要建造物

②景観重要樹木

③景観重要公共施設

これらは、景観法で所有者・景観整備機構（景観重要公共施設については、

その管理者）による提案ができます。
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市の対応 登録団体による活用方法等の発案を受け付け、地域の景観まちづく

り推進に適切かつ必要と判断した場合は、所有者等の意見を聞き、

指定等を検討します。

(3) 景観条例での対応

景観法に基づく提案制度としては、景観計画の策定・変更に関する住民提案と景観重要

建造物・景観重要樹木の指定に関する所有者・景観整備機構による提案があります。本市

では、登録団体のうち、土地所有者等の合意形成がなされている場合等、一定の要件を備

えている団体について、景観計画の策定・変更の提案ができる旨を条例で定め、計画の充

実に向け、地域の取り組みを反映できるよう制度整備を行います。景観地区や地区計画に

ついては、都市計画法に基づく住民提案制度を運用するほか、登録団体による発案を受け

ることができるよう手続規定を検討します。

また、景観重要建造物、景観重要樹木、景観重要公共施設、準景観地区については、市

がその指定や位置づけ等を検討するにあたって、登録団体による景観まちづくり活動の成

果を反映できるよう指定手続の整備を行います。

地域の大切な景観資源の例

新屋表町通りにある「新屋参画屋」 将軍野南三丁目の３本の松

市

登録団体の
地域の

景観まちづくり

提案の流れの例：景観まちづくり地区

地域住民の
合意形成

（団体から地域
への説明等）

取り組みを
ルール化し
たいなどの
意欲の高ま
り

登録団体が活用でき
る市の支援等の例
・ルール等の相談
・景観協議会の組織

提案者の要件
や合意要件等
を満たしてい
る場合

景観法に基づく
提案制度の活用

市は提案を受
け、景観まちづ
くり地区の位置
付け等の手続を
行います。

地
域

登録団体が活用でき
る市の支援等の例
・情報提供
・人材交流の促進
・技術的支援
・活動への助成
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景観まちづくり関連制度一覧表

「市民景観まちづくりリーフレット」（国土交通省）より引用および抜粋

制度の概要については、第２編に記載しています。

建築物の
デザイン
や色彩な
どのルー
ルを決め
る

建築物の
高さや壁
面後退な
どのルー
ルを設け
る

看板や屋
外広告物
などに関
するルー
ルをつく
る

景観の核
となるま
ちなみを
保全する

景観的に
シンボル
となる建
物等を保
全する

地域の貴
重な緑景
観を保
全・創出
する

公共施設
の積極的
な景観整
備を行う

景観計画 ● ● ● ● ● ● ●

景観重要建造物 ● ●

景観重要樹木 ●

景観協定 ● ● ● ● ● ●

景観地区（準景観地区） ● ● ●

景観重要公共施設 ● ● ●

景観農業振興地域整備計画 ●

風致地区 ● ● ●

高度地区 ●

地区計画 ● ● ● ● ●

特別用途地区 ●

市民緑地 ●

緑地保全地域 ●

特別緑地保全地区 ●

緑化地域 ●

緑化施設整備計画 ●

緑地協定 ●

屋外広告物法 屋外広告物条例 ●

建築協定 ● ● ●

連担建築物設計制度 ●

重要文化的景観 ● ● ●

登録有形文化財（建造物） ●

重要伝統的建造物群保存地区 ● ●

Ａ．景観まちづくりのルール
をつくる

Ｂ．大切な資源を守り育てる根拠法 名称

文化財保護法

景観法

都市計画法

都市緑地法

建築基準法
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参考：都市計画法に基づく「まちづくりルール」の提案制度について

「まちづくりルール」制度リーフレット（秋田市都市整備部都市計画課）
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「まちづくりルール」制度リーフレット（秋田市都市整備部都市計画課）
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